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山口山口　　兼定　啓子兼定　啓子

　四季のある日本では、季節を巧みに取り入れ生

活をしてきた。地球温暖化のためか、ヒートアイ

ランドとなった今日、36℃を越す真夏日も今や

日常化している。

　涼を求めて何処へ？　エアコンの利いた部屋で

しょうか？　打ち水・行水の習慣は失われたのか

しら。先日、萩のお宅を訪れた際、玄関の屋根か

ら水が流されるという演出に、日本人の心遣いを

呼び戻された。

　大雨の翌日の鳴滝で、ゴーゴーと流れ落ちる水

の音・飛沫に暑さを忘れた。鳴滝は国道 262 号

線から棯
うつぎはた
畑に向う道路沿いにあり、山口の中心地

からでも車で 20分程度の近郊にあり、豊かな自

然がある事を嬉しく思う。

中原中也は長谷川泰子との恋に破れ、父の病

気見舞のため帰郷した山口での春の朝、鳴滝の情

景を「悲しき朝」という詩に書いているが、診療

に追われる日々、感動する心、ときめく心を持ち

続けたいと思う。

　表紙の写真は、鳴滝山の滝から車で少し上がっ

た河瀬です。此処かしこに小さき滝があり、真夏

にはこども達が水遊びをして楽しんでいる。

　中表紙は、我がクリニックの裏玄関の観葉植物

を塒
ねぐら
にしている若燕の姿。診療を終えて帰る際、

チヨット撮りました。何時の間にか常宿になって

いる。

　裏表紙は、鳴滝の帰り雪村展を見るため県立美

術館へ。日本の道 100 選の一つであるパークロ

ードは四季折々心を和ませてくれるが、雪村の造

形感覚にも負けない枝ぶりを欅
けやき
の老大木は見せて

くれる。
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　鱧と泥鰌は夏が旬の食べ物である。 

　京都の祇園祭は真夏で、この祭りの食べ物に鱧

は欠かせない。

　交通の便がよくなかった昔、瀬戸内海の魚でこ

の時期大坂港から京都に運んでも鮮度が保てるの

が鱧であった。それで京都を中心にして関西の板

前は鱧料理を得意とする。

　関西育ちの私は夏になると鱧の照焼きを作る市

場の匂いが懐かしくてならなかった。

　鱧は防府でもはえ縄で漁
と
れるのだが湯引きしか

売られていないし、それも時に茹で過ぎでは我慢

できない。ひとの処理法が気に入らないなら自分

で料理するしかない。

　この魚は小骨が多いので皮を残して肉を薄く骨

切りしなくてはならない。刃物店に相談して鱧専

用の庖丁を手にいれた。見よう見まねで何十本か

の鱧を下ろし、骨切りを重ねるうちに大分上手く

なった。

　湯引きも自分好みの茹で方が出来た。

　骨切りしたものを醤油と味醂で照り焼きにして

子供の頃を懐かしんでいる。

　頭や背骨からは鯛とは又違った上品な出汁がと

れてこれ又うまい。

　一昨年大分県中津の古い料亭（筑紫亭）で持ち

回りのクラス会が開かれた。鱧づくしの料理と聞

いて楽しみにして行った。

　中でもシャブシャブが大変うまかった。卓上で

煮えている出汁の中に添えの豆腐・野菜を入れ、

鱧の切り身を好みの時間浸してポン酢と大根おろ

しで食べる。

　別に特別な手法はなく新鮮な鱧で骨切りさえ出

来れば家でも真似する事が出来る。

　今ではこれが最も気に入った食べ方となってい

る。

　湯引き・照り焼きのほか、葛たたき・小骨を含

んだ鱧皮を使ってのウザクならぬハモザク・身だ

けを使って作るしんじょ・塩焼きに海苔と梅肉を

添えての鱧茶漬けなど色んな食べかたがあり実に

楽しい夏の食材である。

　浅草雷門の近くに“どぜう”と染め抜いた

のれんを掛けた店がある。駒形という享和元年

(1801) 以来 200 年程続いた泥鰌専門の有名な店

である。

　どぜうは旧仮名遣いでない。当時の書き方では

どぢゃうとすべきであったが四文字では縁起が悪

いとする初代助七の造語である。

　私が子供時代を過ごした大阪・京都では鰻屋で

たいてい泥鰌も売っており、求めると割いてくれ

るので家庭で料理が出来た。

　田舎の田んぼや小川に多く生息していたが、子

供が泥鰌をすくっても鶏にやり、人は汚がって食

べたりはしなかった。私の知っている範囲で泥鰌

を料理して出す店は京阪と東京と九州では柳川だ

けであった。

　柳川で２度泥鰌鍋を食べたことがある。ここ

が柳川鍋の元祖なのだが鍋が小さくて泥鰌が少な

く、鰻のせいろ蒸しに力を入れて柳川鍋にさっぱ

り工夫がないように思われる。

　農薬の使用で全国的に田圃や小川に泥鰌は居な

くなっており、現在は養殖か輸入ものである。安

来にも天然泥鰌はいないという。

　今関西では柳川鍋を出す料理屋・食堂は残念な

がらなくなってしまったが、京都の台所と言われ

て食材を売る錦小路を昨年の夏に歩いたら、川魚

屋に背開きして卵を持った泥鰌が売られていた。

現在も好き者の需要はあるらしい。しかし今や泥

鰌は貴重品になってしまった。

　昨年佐賀のクラスメートが柳川の鰻のせいろ蒸

しを送ってくれると電話してきた。鰻は好物で有

鱧
はも

と泥
ど じ ょ う

鰌
防府　平井　得夫
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難いが、柳川なら生きた泥鰌は手に入らないかと

聞いたら泥鰌もビニール袋に入れて１Kg 送って

くれた。

　一度に処分できない量であるから先ずこれを飼

育しなければならない。大きい甕に移したものの、

麩もご飯粒も食べてくれない。調べたら土壌中の

有機物を食べるらしい。庭の落ち葉を含んだ土を

甕
かめ
に入れて解決した。

　泥鰌は同じぬるぬるの鱧より小さいだけ数段割

くのが難しい。普通の庖丁では無理で、肥後の守

や切り出しナイフ・手術用のメスなど種々の小さ

な刃物を試した。

　板前に割き方を教わり、何日かに分けて１Kg

数十匹を処理したら大分腕前も上達した。

　柳川鍋・どぜう鍋は夏の季語であるが、実際は

10 月に入って暑さが和らぎ新牛蒡の出はじめた

頃の方がうまい。

　浅手の土鍋にささがき牛蒡を敷き、開いた泥鰌

を放射状に並べて醤油・味醂で味付けし、煮えた

ら溶き卵でとじる。卵は半熟のうちがよい。

　駒形では卓上に備長炭の七輪が運ばれ、関西風

の柳川鍋も作ってくれるが、江戸っ子は浅い鉄鍋

に割きか丸かの希望で刻み葱をたくさん加えた味

噌仕立ての食べ方が多く、通は丸を好む。胆嚢の

苦みがいいらしい。

　上京されたら訪ねてみられるとよい。渋谷支店

は燃料がガスだから情緒が無い。

高本　公　書高本　公　書
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　M先生、「シェーン」の「生涯を適役に徹し己

の道を極めた男の顔」の名前は思い出されました

でしょうか。その後、随分散歩を重ねられたこと

でしょうから、きっと望みはかなえられたことと

お察しいたします。

　そうです。ジャック・パランスです（以後 J・

P と省略）。私も貴殿と同世代に属しますので、

こと映画の話題になりますと共通点が多々あると

思います。映画大好き人間の私も、最近は残念な

がら映画館に足を運ぶ暇がありません。いかなる

名画も映画館で見るにしかずですが。近ごろ、ホー

ムシアターなるものが流行り始めているようです

が、それも一つの方便にすぎないと思っておりま

す。

　ところで、「シェーン」で強く印象を受けて以来、

J・Pのことが気掛りになって居りました。数年前、

「シティ・スリッカーズ」に J・Pを見い出し、「健

在なり」といささか興奮を覚えました。ひなびた

山奥に独り生きる老カウボーイ役でしたが、ここ

でも黙々として、神秘的なまでの存在感がありま

した。

　さて、この私信をしたためるに当って、再度

「シェーン」を観ました。開拓農民の血気にはや

る若者に不敵な挑発をしかけます。

　ゆっくりと右手にだけ黒革の手袋をつける仕種

と言い、対決時の「やるか」（原語では確かプルイッ

ト）も効果絶大。

　シェーン（アラン・ラッド、以後 A・R）との

最後の対決では、一弾のもとに殺られてしまいま

すが、A・R を待ち受ける殺し屋ウィルソンは、

長身で少々猫背、それに頬骨の張った顔に浮きあ

がる不敵な笑い、低音で無機質な声が強く印象に

残ります。

　「シティ・スリッカーズ」以後も J・Pの出演す

る映画を求めていましたが、4・5年前とある書

店にて「バグダッド・カフェ」に出合いました。J・

Pはカリフォルニア州・モハーヴェ砂漠の田舎町

でキャンピングカーに独居する自称画家を演じて

います。ここでも脇役に徹し、多くを語りません。

しかし、年齢を重ねて出てくる存在感は確たるも

のがあります。

　ここまで書いて来ると、J・P の弁護ばかりし

ている様ですが、それも貴殿の「・・・敵役の黒

づくめの見るからに悪人面の男は映画の中で厄払

いしたのか長生きをして・・・云々」を読んで、

一 J・Pファンとして些かその気になったのも否

めません。「シェーン」での A・Rは確かにはま

り役で、あの一作で一躍スターの座を掴みました。

しかし、その後の作品ではあまり印象に残るもの

はないように思えます。一方、J・P は殆んど脇

役に徹していますが、年輪とともに人間味を増し、

いまや名脇役の域に到したと言えるでしょう（現

在 82才）。

　ふと思いついたのですが、「シェーン」をリメ

イクするとすればだれが適役か。シェーンにはC・

イーストウッド、或は、S・シェパート、農民夫

婦は・・・、夫はH・カイテル、妻役はM・ストリー

プ、息子のジョーイはやはり当のブランドン・デ・

ウイルデ（彼も十代で亡くなったようです）。

　さて、殺し屋ウイルソンは、アーネスト・ボー

グナイン。一寸背丈不足。クリストファー・ウォー

ケン。モダンすぎる。こうなるとわがジャック・

パランスしかいないと云うことになります。結論、

リメイクは不可能と云うことです。

　近年、コンピュータグラフィック処理による映

画（映像）が出まわる様になりました。映画はフィ

ルムによるものに限ります。映画は、字の如く陰

影を含まなくてはいけません。余韻（陰）がない

と深みが出ません。

　私信を終るに当り、貴殿にお願いがございます。

M先生への私信
玖珂　上利　進
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貴殿にも散歩の足先を時には映画館の方へ向けて

くださいますように。

　追伸

　玖珂郡医師会より原稿依頼を受け、困窮してい

るところ、はたと貴殿の「私説映画史」を想い出

し、突然、このような私信をさし上げたわけであ

ります。どうぞ悪しからず。

ワールドカップを観戦して
大島　野村　壽和

2002 年日韓共催ワールドカップの開催が決定

した時に、日本でワールドカップがあるのであれ

ば、1試合だけでもいいから見てみたいという願

望がでてきました。そして万が一にも当たってく

れればラッキーという思いで国内 1次販売に申

し込みました。新聞等ではかなりの高倍率なた

めほぼ諦めていたところ、なんと決勝戦のチケッ

トが当たってしまいました。まわりからは、『一

生の運を使い切った

ね』、『宝くじを当て

た方がよかったので

はないか』などいろ

いろと言われました

が、とにかく当たっ

たことが凄く嬉しく

子供のように興奮し

てしまいました。出

場国も、フランス、

日本、韓国以外には

決まってもいません

でしたが、決勝戦であれば最高の試合が見られる

だろうと勝手に思い込み 1年後の試合を楽しみ

に待っていました。

出場国も次々に決定し 12月 1日にソウルで組

み合わせ抽選会が行われました。この組み合わせ

でもっとも興味を持たされたのは『死の F組』と

いわれたなかでのイングランド対アルゼンチンで

はないでしょうか。いろいろと因縁のある両チー

ムの予選での闘い方に注目しました。その他にも

日本戦はもちろんのこと、個人的には開幕戦のフ

ランス対セネガル、カメルーン対ドイツ、イタリ

ア対クロアチア、南アフリカ対スペイン等が面白

いのではないかと思いました。

そして、5 月 31 日

ソウルスタジアムでの

フランス対セネガル戦

で約 1 か月にわたる

闘いの火蓋がきってお

とされました。開幕戦

は前回優勝、今回も優

勝候補であるフランス

が初出場のセネガルに

敗れるという波瀾のス

タートとなりました。

そして今までに開催国

が予選で敗退した前例はないというプレッシャー

の中で日本はH組の 1位で、韓国は D組の 1位

で開催国の両国がそろって予選を突破したのは見

事な事ではなかったでしょうか。その反面優勝候

補にも挙げられていたフランス、アルゼンチン、

－ 7－
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その他ポルトガル、カメルーン等の強豪国が次々

に予選で敗退してしまいました。決勝トーナメン

トでは、日本は初戦で敗れてしまいましたが、韓

国の闘いには目をみはるものがありました。審判

の誤審問題が騒がれてはいましたが、それでもイ

タリア、スペインの欧州の強豪国を破ってのベス

ト 4入りは立派な事だと思いました。そして決

勝はドイツ対ブラジルと

の闘いになりました。当

日、駅周辺ではブラジル

の国旗に身を包み（？）、

クラクションを鳴らしな

がら走る車、駅からスタ

ジアムまでの道のりは、

カナリア色のユニホーム

を着た人でいっぱいであ

り、陽気なブラジル人の

華麗なサンバの踊りを見

ていると、まるで日本で

ないような感じさえしま

した。始まる前からあたかもブラジルが優勝した

かのような盛り上がりようでした。一緒に連れて

行った長男は周りの雰囲気に圧倒され何がなんだ

かわからず怖じけづいていました。これは大島と

いう田舎に住んでいて大勢の人に対する免疫がで

きていなかったためでしょうか？　スタジアムに

入って綺麗な芝生の緑色に圧倒されました。いろ

いろと趣向の凝った閉会式の後、世紀の一戦がは

じまりました。当初は、リバウド、ロナウド、ロ

ナウジーニョの 3R対カーンを中心としたドイツ

ディフェンスの闘いといわれていましたが、前

半戦は予想に反して大きな動きはなく逆にドイツ

の方が優勢にゲームを進めているように見え、も

しかしたらドイツが勝つのではないかと思えまし

た。後半に入って得点王を狙うロナウドが 2点

を入れて勝利を確実にしました。しかしこの 2

点はすべてリバウドの演出したものでした。1点

目は名手カーンのファンブルを誘う左足での強烈

なシュートで、2点目はクレベルソンからのパス

をロナウドの動きを察知した見事なスルーパスか

ら生まれたものでした。ブラジルサポーターの多

かったスタジアムでの得点が入った時の歓声はテ

レビ観戦では味わうことのできない大変大きな歓

声でした。試合終了後の審判、ドイツ、ブラジル

それぞれの選手へのメダルの授与、そして 271

万羽の鶴が舞うなかでの優勝カップの授与、ブ

ラジル国旗を身に纏い、優勝カップを抱き抱え

ながらの場内一周のウィニングランは感動的でし

た。そして、今までに何度も出場し、過去にブラ

ジルが 4度、ドイツが 3度優勝しているその両

国の初対決がこの横浜

で、それも決勝という

舞台で観戦できたのは

一生の思い出の一つと

なることでしょう。振

り返ってみると、決勝

に進んだ両国も予選で

は苦戦し、本大会出場

も無理かと思われる時

期もありました。その

2カ国が決勝まで進ん

だのはブラジル、ドイ

ツそれぞれの強豪国と

しての精神的な強さではないでしょうか。

次回ワールドカップはドイツでの開催が決定

しています。日本は本大会出場に向けて予選から

厳しい戦いが続くと思われますが、ドイツ大会で

予選突破してこそ、真の強さを認められると思う

のでどうか頑張ってもらいたいものです。そして

今大会以上の成績を残してほしいです。そのため

には若手がどんどん海外の強豪チームに行って揉

まれることも必要ですし、Jリーグ全体のレベル

アップも必要だと思います。今回決勝で涙を飲ん

だドイツには地元開催でもある次回に今大会以上

の成績を残してほしいものです。

－ 8－
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　季節にふさわしい題材を考えたが、投稿募集の

時点では見当たらなかった。だから、この題に決

めたのだけれど、内容は上田秋成の短編集と全然

関係ない僕の日記からの 3日分である。ころは、

今年の 4月初旬から 5月中旬に至るまでで、梅

雨のような雨が多い日々だった。そして僕の心模

様も、まったく同じ涙雨。

4 月 X日　（溺水死）
　朝一番に「先生！ Uからお電話です」。受話器

を取ると「先生がかかりつけのMさんが、旅館

のお風呂で溺死されました。つきましては、…」。

ビックリした。昨日の朝、許可が当然のように

Mさん（75才）が「息子がUに 2泊 3日をとっ

てくれたから、内の奴と－緒に行ってイイかいの

う」と嬉しそうに言って診察室を出たのに。

　後日、奥さんが来られた。「私が先にお風呂

を出るとき、主人は『アア、極楽じゃ！』っ

て、本当に幸せだったと思います。それにいつも

『俺ぁー、子どもなんかに迷惑かけんで死ぬけぇの』

と言っていましたから」と。

　－　めずらしく　息子のくれた　孝行の

至福の中で　大往生　－　

5 月 X日（老衰死）
　夫婦 2人住まいの Sさん（88 才）が、最近と

みに弱ってきた。4月中旬、奥さんが「主人は年

も年ですし、入院もイヤと言っております。もし

かの時には、先生、お願いしますネ」と頼まれる。

5月の GWもあるし、奥さんといろいろのシナリ

オ（適切な表現がない！）を相談した。

　昼の 1時 15 分、奥さんから電話あり。「12時

半ころ、牛乳を『おいしい』と言って飲んだ後

寝ていたのが、1時過ぎから息のしかたがおかし

いーんです」。

　受話器を置くなり、聴診器とペンライトを持っ

てスッ飛んで往診。1時 30 分に永眠される。帰

院し、開業するとメッキリ少なくなった“死亡診

断書”を書いた。

　－　願わくば　畳の上で　妻と子へ

「じゃあな」と言って　永
と わ
久の眠りに　－　

5 月 X日　（闘病死）
　4月中旬だった、○癌で闘病入院中のKさん（79

才）の奥さんが下関駅で僕の目の前を、無視する

ように通り過ぎたのは。その時は、毎日々々ご主

人の付き添いが大変で、入院前の主治医どころで

はないんだろうなと思っていた。

　数日後、Kさんの元同僚が、僕に「Kさんは 4

月 X日亡くなられたそうですね」。「エッ！」と

言葉を失った。3月末に「抗がん剤はつらいけど

頑張ります」と言っていたのに。すると、奥さん

は本気だったの？　情けないヨウ！

　だけど今日の昼休み、奥さんが「いろいろあっ

て遅れましたが、お世話になりました」と挨拶に

来られた。やはり、僕の思い過ごしだったかと、

一人で納得することにした。

　－　発つ場所は　みんな違って　みんないい

病室、自宅　そして旅先　－　

　なお、文中の歌 3首の出典（？）は私家版“塩

見馬鹿罵歌集”です。後 2者はご存じのように、

1つは西行法師と 2つは金子みすゞさんの詩歌の

「本歌取り」です。もし「文学と死者への冒涜だ」

と感じられたら、文章の流れから、僕の真意が真

面目なものと推察されて、どうかご容赦を！

雨月物語
下関　塩見　祐一
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　ふと寄った書店で「よみがえる万葉歌人　明石

海人」という本を見つけた。いかにも時代がかっ

た装丁と、帯紙の「さくら花かつ散る今日の夕ぐ

れを幾世の底より鐘の鳴りくる」という短歌に引

かれて頁をめくった。そして心の隅にいつも引っ

かかっていた文章に出会ったのである。

　癩は天刑である。
　加はる笞

しもと
の一つ一つに、嗚咽し慟哭しあ

るひは呻吟しながら、私は苦
くげん
患の闇をかき

捜って一縷の光を渇き求めた。
　－深海に生きる魚族のやうに、自らが燃
えなければ何処にも光はない－さう感じ得
たのは病がすでに膏肓に入ってからであっ
た。
　・・・・・・・・・
　人の世をのがれて人の世を知り、骨肉を
離れて愛を信じ、明を失って内にひらく青
山白雲をも見た。
　癩はまた天啓でもあった。

　多分中学生の時だったと思うが、私はこの文章

を読んだことがあり、冒頭と掉尾の文句は強烈に

心に残っていた。しかし作者の名を忘れてしまい、

もう一度読んでみたいと思いつつ叶わず、漸く

本書にいたって作者が明石海人ということを知っ

た。

　本書によれば、海人の本名は野田勝太郎、明治

34年 7月に静岡県の旧家に三男として生を受け

た。その後沼津商業高校、静岡師範（現静岡大学

教育学部）を経て、小学校の訓導となった。大正

15年、25歳の時に東大病院で癩病（現在はハン

セン病）と宣告された。小学校の教師として平穏

な日々にあり、結婚して長女をもうけ、妻は第二

子を身ごもっていた。

　当時癩病は天刑病ともいわれたように、治療

法はなく、宣告は即人間として否定されることで

あった。大部分の者は家を、本名を、そして戸籍

さえ捨てなければならず、残されているのは腐食

し止まない己の肉体とその帰結としての死であっ

た。

言
こと
もなく昇汞水に手を洗ふ医師のけはいに

眼をあげがたし

妻は母に母は父に言ふわが病襖へだててそ

の声を聞く

　職を辞した海人は程なく故郷を離れた。藁にも

縋る思いで明石にあった第二楽生園に入院した。

結果は思わしくなく、和歌山県の打田に家を借り、

評判の病院の治療に望みを繋いだ。

子を守
も
りて終らむといふ妻が言

こと
身には沁み

つつなぐさまなくに

梨の実の青き野
のみち
径をあそびてしその翌

あけ
の日

を別れきにけり

鉄橋へかかる車室のとどろきに憚らず呼ぶ

妻子がその名は

　期待した打田での治療も効果なく、行き場のな

い海人は第二楽生院に帰らざるを得なかった。こ

のころ海人を打ちのめしたのは妻との離婚話であ

り、経営的に成り立たなくなった第二楽生院の閉

鎖問題だった。

　因みに日本では明治 40年に「らい予防法」が

施行され、全国を 5ブロックに分けて療養所が

できていたが、収容を目的としたもので、むしろ

刑務所に近かった。また熊本のハンナ・リデルを

持ち出すまでもなく、患者に救いの手を差しのべ

た人の多くはキリスト教の宣教師であり、第二楽

明石海人のこと
下関　柏村　皓一

－ 10－
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生園においても受洗する者が多かった。しかし海

人は宗教を肯んじ得ず、周囲から孤立し、遂に発

狂するに至ったという。

　海人の危機を救ったのは、昭和 6年に国立と

して初めて建設された長島愛生園であり、既にそ

こに移されていた第二楽生園の病友達だった。7

年に人事不省の状態で入園した海人は、友人達の

献身的な看病によって徐々に正常に復していっ

た。しかし 8年には故郷の父を失ってしまう。

あが父よまさきくあれと吾
あ
も病みて眠りな

き夜をひたすら祈る

はかなくも病み病む我や永らへて今日ふる

さとの父逝くときく

送り来し父がかたみの綿
わたごろも
衣さながら我に合

ふがすべなさ

　精神的に立ち直った海人は蝕まれいく肉体に抗

うように作歌へ傾倒していった。その精進はすさ

まじく、10年 1月には一流の短歌誌である尾上

柴舟の「水甕」に 14 首が特選として掲載され、

前川佐美雄の「日本歌人」にはたちまちにして同

人に推挙されている。そして「新万葉集」の発刊

が海人の名を一挙に全国的なものにした。本書は

改造社を創った山本実彦が社運をかけて企画した

もので、全国から秀歌を募り、流派を越えた文化

遺産としての歌集を目指したものだった。選者に

は斎藤茂吉、北原白秋、与謝野晶子など錚々たる

13名が当たった。このため企画は大評判となり、

最終的に応募作品は 40万首を超えたという。作

品は公平を記すためにすべてタイプ印刷原稿と

し、無記名で、番号のみ表記された。

　「新万葉集」第一巻が出たのは昭和 13 年 1 月

下旬のことだった。海人の作品は 11首が採用さ

れた。

そのかみの悲田施薬のおん后今も坐
ま
すかと

をろがみまつる

みめぐみは言はまくかしこ日の本の癩者に

生
あ
れてわが悔むなし

世の常の父子なりせばこころゆく嘆きはあ

らむかかる際
きは
にも

拭へども拭へども去らぬ眼のくもり物言ひ

かけて声を呑みたり

更へなづむ盗
ねあせ
汗の衣この真夜を恋へばはて

なしははそはの母よ

　一躍時の人となった海人に原稿依頼が殺到し

た。昭和 14 年 1 月には改造社から歌集「白描」

が出版された。冒頭に掲げた文章は本書の巻頭言

の一部である。海人は既に両眼を摘出されて盲目

となり、気管切開で声を失い、腸結核のために全

身衰弱が著しかった。病友の献身による命を賭し

ての出版だった。

歯に沁みて慰問の餅の冷ゆるにも不惑に到

らぬ命かと思ふ

いつしかも脱
ぬけう
失せてける生爪の嘗むればや

さし指の円
まる
みは

なりゆかむ果ては思はず吸ふ息の安らふ暫

しを眠らむとする

　この年 6月、海人は 37歳の短い生涯を閉じた。

　海人が亡くなって数年後にプロミンが開発さ

れ、ハンセン病は治癒可能な疾患となった。それ

とともに嘗て癩者がなめた塗炭の苦しみも、海人

の業績も時の流れに埋没されようとしている。海

人を世に出すために奔走した医官内田守人の「肉

体的欲望の閉塞が、精神に飛躍を与え、文学と宗

教が栄えるのは昔からの習い」は正に至言である。

この言葉の原点に海人があったことをわれわれは

改めて銘記したい。

－ 11－
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　「世界の遺跡遺産は？」と聞かれると、アステカ、

マチュピチュ、モアイ、ボロブドゥール、アンコー

ルワット、アジャンタ・エローラ、万里長城、兵

馬俑、莫高窟、バーミヤン、パルテノン、コロッ

セオ、ピラミッド･テーベ、ストーンヘンジ・・・

と、月並みな即答しかできない私だが、この中に

「トロイ」は外せない、と言うこだわりがある。

　理由はいろいろあるが最大理由は、ギリシャ神

話を基とした「イリアス」、「オデュッセア」が伝

説的フィクションとして辿った 3000 年の眠りか

ら覚めた経緯にある。

　トロイ発見は、ドイツの宣教師の子が幼時に見

た「トロイ落城の挿絵」から始まる。このハイン

リッヒ・シュリーマン少年は、波乱に富んだ半生

を経た後、独学の考古学者として 1871 年にトロ

イのヒサルルックの丘に発掘の鍬を打ち込んだ。

かくて、吟遊詩人ホメロスの詠う英雄伝説叙事詩

「イリアス」は実在の物語として蘇ったのである。

　私は 1997 年 7 月 2 日、念願のヒサルルック

の丘に立った。そこには、無残な石塁と無造作に

散在する建造石材の数々、そして、雑草の蔓延る

掘り返された窪地・・・そのすべては野晒し状態

にあり、感動と驚愕が共生する。まさに「夏草や

兵共が夢の跡」である。

　トロイ平野の青い絨毯、その遥か先にダーダネ

ルス海峡の紺青、そして、雑草の中に咲く可憐な

草花が、ひときわ、一服の涼となって心を和ませ

てくれた。

　シュリーマンのトロイ発見は賛辞に値するが、

今日の系統的考古学から見れば発掘手段があまり

にも幼稚、かつ、非科学的だった。しかも、彼の

目的は財宝目当てでもあったから遺跡考証はずさ

んで、考古学的に無残な結果を残したのは残念で

ある。

　シュリーマン以後の研究によれば、トロイの丘

には第一都市から第九都市までの複合遺跡の長い

歴史推移があり、トロイ戦争はその第六～第七都

市に位置している。しかも、彼の掘り当てた「プ

リアモスの財宝」は、実は第二都市層からの出土

品であった。

　その功罪論はさて置き、シュリーマンの功績は

なんと言っても「トロイ城砦の位置選定」にある。

それまで想定された大方のトロイの場所は、「イ

リアス」から割り出された「ブナルバシ丘陵」と

言うのが主流をなしていた。

　シュリーマンは初めてブナルバシに着いた時の

ことを、「広くて海からあまり遠く隔たりすぎて

いるように思えた」と、自伝に書き残している。

ブナルバシは海から 8マイル、ヒサルルックは 3

マイルである。

　海抜 50メートル足らずの城址の丘に立ってト

ロイ平野を見下ろすと、肥沃な地平線の彼方に

ダーダネルス海峡が線状に見受けられる。長い年

月の間にトロイ平野は、スカマンデル、シモイス

の両川の堆積作用により海岸線を沖に追いやった

のではないか、したがって、ホメロスの太古では

海岸線はヒサルルック近くまで入り江で迫ってい

た、と想われた。

　私の旅は、オプションとは言ってもグループツ

アーである。急き立てられるような 1時間足ら

ずの見学では、パトロクロスとへクトルの死闘

場所＝ダルダノス門（イリアス第 16 歌）、アキ

レウスとヘクトルの死闘の模様＝スカイヤ門（第

22歌）・・・等、イリアスの詩情を空想しながら

ゆっくり歴史を楽しむ時間的余裕はなく、後ろ髪

を引かれる思いで遺跡を後にした。

　ホメロスによると、トロイ戦争はスパルタの

女王へレナとトロイの王子パリスの不倫に端を発

し、その復讐戦として 10万余のギリシャ合同軍

による10年の歳月をかけたトロイ包囲戦だった、

トロイ慕情
吉南　小林　憲治

－ 12－
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とされるが、現在、この不倫の話はフィクション

とされる。

　古くからトロイは、陸路では「アナトリアの橋」

と呼ばれ、海路では黒海⇔エーゲ海の航路の要衝

であり、昔からその利権を巡って争いが繰り返さ

れた事に疑問の余地はない。

　トロイ戦争を想定して見よう。イリアス第二歌

では「船は合計 1,200 隻」と詠う。当時の船は 1

隻に 100 人前後が乗れたと言うから、ざっと計

算でも 10数万の将兵になる。もちろん、常時将

兵の入れ替えは行われたにしても、果たして、こ

の大軍団が 10年もの間を長期駐屯し得ただろう

か。兵站、例えば糧食一つを取ってみても、駐屯

の当地が肥沃なアナトリアとは言え現地調達も困

難だったろうし、ギリシャからの海上輸送補給も

大変だったろう、と考える。

　だから、私は 10年間に幾度となく繰り返され

た数次戦争を一纏めにして「トロイ戦争」と言っ

たのではないか、と考える。また、「木馬の話」

はフィクションか、実在だったとしても主神ポセ

イドンへの戦捷奉納品であって城壁破壊槌に使用

されたのではなく、したがってトロイ落城の直接

原因は地震による城郭崩壊によるものであったの

だろう。

　日本神話の天孫降臨、海幸山幸、天岩戸、金鵄・

八咫烏、出雲国引、八岐大蛇・・・等でも現地で

考証すると意外に現実味に即した話になり得る。

イリアス、オディッセイも、ゆっくり現地考証す

れば現実感が得られるのではないか、とトロイ旅

行以来、思い続けた 5年間であった。

　経年とともに「トロイへの情熱」は薄らぎつ

つあった今年の春の事である。息子が「最近もっ

とも感動した本である。読むように」と、プレス

フィールド著（三宅真理訳）“炎の門”を手渡し

てくれた。本の内容は、BC480 年、ペルシャ軍

ギリシャ遠征時に於けるスパルタ王クセルクス率

いる寡兵のテルモピュライ玉砕戦の話である。

　日本が、玉砕戦を常套手段にしかできなかった

第二次世界大戦の戦中派である私が興味を寄せて

いた話である。一気に読み終わった時、何故かこ

の話の彼方にトロイへの想いが沸沸と蘇った。

トロイへもう一度行って見たい。そして、ダーダ

ネルス海峡の港町チャナッカルでは汐の香りのす

る安宿に逗留してトロイ詣でを繰り返し、トロイ

攻防の鬨の声を想定しながら「イリアス」を現地

で空想してみたい、と熱望する今日この頃である。

－ 13－
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　長野県下は、北アルプス。その北部に位置する

山々の中に、後立山連峰といわれる山波がありま

す。その中でも、鹿島槍ヶ岳は、その容姿はもち

ろん、歩いてみても周辺の山にくらべて歩きがい

のある堂々とした山です。

　その昔、平安時代から、昭和の初めまで、立山

信仰に支えられた信者さん達から眺めて、立山の

後 ( 東、南 ) にあって、槍のように見えた山、そ

れで槍ヶ岳という立派な名前をもらった山なので

す。ところが実際は、北と南に、それぞれ峰を持

つ秀麗な双耳峰です。

( 写真 1)

　2002 年 5 月連休、

残雪の鹿島槍を遠見尾

根のくだりから眺めて

見たい一心で、私たち

総勢 5 人が出かけま

した。夏山と違い、大

糸線白
ハクバ
馬駅は静かで、

登山客は私たちだけで

した。もちろん、新宿

や大阪からの夜行寝台

特急は、私たちが白馬

駅に着く 2時間前にそれぞれ到着してしまって

います。( 写真 2)

　早速登山届を書きこむ段になって、メンバーの

年齢が、私の気持ちに少しひっかかりました。私

が 64 歳、さらに 65 歳、60 歳が 2 人、53 歳が

1人の 5人。「おまえたちは、年齢オーバーじゃ

ないか」と注意されないか。かつて、ゴルフでは「お

まえたちは、ハンディオーバーだろうが」と厳し

く叱られたことがあったと、その場面が頭をよぎ

ります。昭和も 40年頃のことでしたでしょう。

　八方尾根は、登るのに楽な尾根です。ケーブル

1回、さらにリフト 2回を乗りついでの登山です。

3時間もあれば山頂の小屋に着きます。今回は雨

の中の登山となりました。残雪を歩いているとき、

一つがいの雷鳥を目にすることが出来ました。白

黒まだら、厳しい冬をのりきったばかりで、2羽

共に体も細く、これから自分たちのテリトリーを

作ろうとしているさまは私たちを楽しませてくれ

ます。

　雨の白
ハクバ
馬駅には、ここちよい思い出がありま

す。それは 1988 年 7 月下旬です。梅雨明けを

待って出てきた、白
シロウマ
馬岳登山でしたが、松本駅を

発つ時は大変な雨でし

た。それでも、ゆっく

り列車で 2時間かけ、

白馬駅に着いたときに

は、小雨となっていま

した。「これぐらいの

雨なら、雪渓は十分登

れる」との宿の主人の

言葉に励まされての山

行となったのでした。

当時 80 歳であった父

の詩二句。

　土砂降りの　松本を立ち　安曇野の

白馬に行けば　夕陽輝く

　白馬より　雲倉を経て　朝日岳

何時しか親し　土佐の女と

　八方尾根を登って、唐松岳から五竜岳、鹿島槍ヶ

岳を経て針ノ木岳への縦走は、1982 年の 8月、

1991 年の 7月下旬と歩いておりますが、さらに

2002 年の 8月同じコースを歩く予定にしており

ます。

　縦走の苦しさから、ときはなされるのに、10

年の歳月が必要なのかと思われます。10 年たつ

鹿島槍ヶ岳
下関　原　八洲雄

写真 1　1982 年 8月　八峰よりの左北峰、右南峰写真 1　1982 年 8月　八峰よりの左北峰、右南峰

－ 14－
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と、楽しい思い出だけが残るようです。

　今年の夏もなんとかがんばって、八峰 ( ハチ

ミネ ) キレツトを通る時に目にする、おびただ

しい数で飛び交う、岩ツバメの羽音を耳にした

い。また黒部湖をへだてて、薄いカーテン越し

に、立山、剣連峰を右手に、遠く左手に大きな

浅間山、その噴煙をも目にして、残り少なくなっ

ている、針ノ木の雪渓をおりたいものと思って

おります。

　40 年以上前、針ノ木の雪渓を重い荷物を背

負って登り、針ノ木岳から南へ笠ヶ岳まで、途

中雲ノ平を遊び、槍ヶ岳を往復したこと、さら

に 20年前、10年前もさほど雪渓が少なくなっ

たとは思いませんでした。

　しかし、2001 年の 8月、烏帽子岳から船窪岳、

針ノ木を歩きました。この区間は北アルプスでは

もっとも人の少ない縦走路です。

　このとき感じたのは、これは最早雪渓ではない、

残雪にすぎないのではとの思いでした。

　20年前までは大きな雪渓でしたが、ほぼ 3分

の 1程度の貧弱さで、北アルプス三大雪渓とい

われたころの面影は最早ありません。

　50 歳台なかばぐらいまでは、地図上の予定時

間の 0.7 掛もあれば充分だったのですが、1.0 を

必要とするようになり、さらに最近では 1.3 掛の

時間があってもどうかな、という状態です。それ

でも小さな花々や、山の動物に励まされて歩いて

おります。

写真 2　八方池で左より鹿島　五滝　唐松岳写真 2　八方池で左より鹿島　五滝　唐松岳

左より　松村　原　高田　吉田　西明の各氏左より　松村　原　高田　吉田　西明の各氏

－ 15－
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　平成 14年の春は例年になく暖かくて、桜の開

花も各地で数日から 10 日近くも早咲きした為、

有名桜の観桜の機会を逸してしまった。というの

は 4月 20日に或る会の幹事を引き受けていたの

で留守が出来ず、残念ながら本年の桜見物はあき

らめていた。

　そんな時、本屋の旅コーナーで見ていた雑誌に

「フジ」の花の名所を紹介している頁があって、

日本一の「藤」の庭園、の見出しで、栃木県の足

利市にあるフラワーパークを報じていた。家に

帰って『日本の天然記念物』( 講談社 ) をひっぱ

り出して「つる性樹木の頁」を調べてみた。

　福岡県八女郡黒木町の「黒木のフジ」は一度見

学した事があり、樹齢 600 年とかで見事な花房

だった。近くでは二日市の武蔵寺や、八幡近郊の

吉祥寺などもそれなりに見ごたえがあった。

　頁を追っているうち、埼玉県春日部市牛島に「牛

島のフジ」が樹齢 1200 年で、昭和 30 年 8 月

20 日、国の特別天然記念物に指定されているの

が目にとまった。

　足利市と春日部市、近いじゃないか。なら、両

方見学しよう、と現地に電話をしてみたら 4月

20 日過ぎなら共に見頃ですよ、との確認をとっ

た。こうして4月20日無事会の世話を済ませて、

翌 4月 21 日 ( 日 ) 下関駅発午後 9時 5分、寝台

特急「はやぶさ」に乗車。

　4月22日(月)午前6時53分名古屋駅着、下車、

上り新幹線ホームに移動、ホームで弁当を買い、

午前 7時 5分発ひかり 200号に乗車。まず朝食。

空は曇りだが、あちこち青空が見え、時に陽ざし

がある。午前 8時 56分東京駅着、在来線乗車口

に移動。

　3番線ホームが京浜東北線の大宮方面行きの

ホームになっているので通路の反対側にあるコイ

ンロッカーに不急の荷物を預け、身軽になって 3

番ホームへの階段を上る。30 分たらずで大宮駅

についたので下車。

　改札口側
そば
の精算所で精算を済ませ東武鉄道野田

線の 柏
かしわ
行き電車に乗車。この路線初めてなので

沿線の風景が珍しい。28分で春日部市にある「藤

の牛島」駅着。下車。車を頼んで天然記念物のフ

ジのある所まで、そして見物がすんだら市内見学

をして春日部駅まで、と頼み乗車。天気は曇り勝

だが雨の心配はなさそうだ。

　3～ 4 分で藤花園に到着。入園料 1,000 円也

を払って入る。入口から見て右側に美しいフジ紫

の花色をみせ花房は長いもので 2メートルは越

えていそうな美形。樹は根本から数本に分岐して

藤棚の面積は 700 平方メートルとか。同じよう

なのが園内に 3か所ある。天然記念物にふさわ

しい貫禄充分。山藤に似ているが、ツルは右巻

きで無毛である。園芸品種としては日本一であ

ると折紙づきだ。聞いたところによると、埼玉県

にはフジの名所が多いという。県の天然記念物に

指定されているフジの名木としては、久
ひさ
伊
い ず
豆神社

( 越
こしがやし
谷市 ) 、青葉園 ( 大宮市 ) 、骨

こっ
波
ぱ だ
田長泉寺 ( 児

玉郡児玉町 ) 、菖蒲神社 ( 南埼玉郡菖蒲町 ) など

があるが、やはり群を抜いたみごとなフジは牛島

のフジという。たっぷりと鑑賞したあと、春日部

市はフジで町おこしをしているというので、市内

を車でまわってみると、いたる所で藤棚を目にす

るが、春日部駅西口から一直線に続く“ふじ通”

は先が見えないほどで総延長は約 1キロメート

ル、昭和 54 、55 年度の区画整理事業の一環と

して植えられた藤の木の数は約 220 本とか。何

年か先、このまちはフジの棚でうまってしまうの

では。

　春日部駅から東武鉄道の伊勢崎線に乗車して

栃木県の足利市にあるフラワーパーク見学に向

う。沿線には館林・・・江戸時代館林藩がおか

“ふじ”を探ねて
下関　織田　登

－ 16－
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れ 1661 ～ 80 年には後の五代将軍徳川綱吉が藩

主であった。手前の茂林前は近くにある曹洞宗の

寺、茂林寺は山号を青竜山と云い、おとぎ話で有

名な分福茶釜の伝説で知られ、境内には童話作家

巖谷小波のぶんぶく茶

釜童謡碑がある、など

歴史を偲ばせる場所が

たくさんあるのも楽し

い。48 分で足利市駅

着、下車。

　駅を出ると八重桜に

似た植物が美しい花を

つけ只今満開中。駅前

道路の向かい側にフラ

ワーパークへ行くシャ

トルバスが停まってい

た。しばらくして見学

者が全員乗り込んだと

ころで出発、車は市街

地を出て両毛線の富
とんだ
田方面に向かい走ること約

20分、フラワーパークに到着、下車。

　駐車場前の道路を渡り、右側に並ぶ建物の裏側

に出るとパークの入口がある。入場料 700 円也

を払い中にはいると左側に憩い場があって、注文

すれば飲食ができる。わきを通ってガラス張りに

なっている建物のショッピングハウスにはいると

お土産品やご当地産の農産物など所狭しと、並ん

でいる様は壮観だ。

　一通り見学して裏のドアを出るとフジの花の

饗宴が待ちぶせしている。日本一のフジの庭園は

83,000 平方メートルで、園内には約 180 本のフ

ジが咲き競っている。樹齢 130 年を超える藤棚

が4つあり、大きいもので300畳分にも及ぶとか。

花房 160 ｃｍ以上で足利市の天然記念物と重要

文化財に指定されている。樹齢 70年以上の庭木

作りのうすべにフジ、そして気品と香に満ちた長

さ80メートルに渡る白フジのトンネルは圧巻だ。

同時に咲き競う樹齢 80年以上を超えるピンクと

白のクルメツツジ。ただいま全庭園競っての美の

競演といったところだ。

　見学者は思いおもいのグループで、あちこちで

記念の撮影をしている。紫色の花の連なりが風に

揺れる様子は、典雅で、王朝人に愛でられた。

　『清少納言は「枕草子」の中に「藤の花は房が

長く紫色あざやかなほど見応えがある」と書いて

いるし、紫式部は「源氏物語」で、もっとも重要

な女性に藤
ふじつぼ
壺の宮、紫の上、など、フジやフジの

色である紫にちなんだ

名前を付している。冠

位十二階の中で最上位

の色が紫、王朝時代を

築いた藤原一門の家紋

がフジ、ということか

らも、高貴な色を存分

に連ねて咲くフジの花

は特別な思いがかけら

れているのだろう ( 文

献より ) 。』

　ちなみに、この町は

足利氏発祥の地であ

り、掘り起こせばぞく

ぞくと歴史の泉が湧い

てきそうだ。ちょっと目先の変わった楽しい“フ

ジ”の見学の旅であった。

　　くたびれて　宿かるころや　藤の花・・・

芭蕉　

（文献省略）（文献省略）

埼玉県春日部市「「牛島の藤」埼玉県春日部市「「牛島の藤」

国の天然記念物前にて国の天然記念物前にて

－ 17－
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　本年 3月、70 歳になるのを機に、昨年の暮、

現役を引退した。むろん、やや早いかなぁという

思いはあったが、家内の引退勧告に従ったわけで

ある。

　以後、ガーデニング (？ )をする傍らフリーター

をしている。といっても医師会費 (3 号会員では

あるが ) や健康保険料それに税金等は納めている

ので、社会に対しては、まだ迷惑をおかけしてい

ないはずである。

　フリーターとしての仕事に山口県赤十字血液セ

ンターの移動採血車に乗せてもらっている。おか

げで新しい発見があり、新鮮な生き甲斐を感じて

いる。

　従来、何ら不自由もなく輸血や血液製剤を使用

してきたが、そのかげには血液センターの大変な

ご苦労のあることを知った。

　「ありがとうございます」「ご苦労さまでした」

「お願いします」。これは一人の献血者に対して複

数の職員が複数回繰り返す言葉である。この言葉

には献血者が年々減っていることに対する危機感

を感じさせる“ひびき”がある。現在のところ、

献血者は年間 600 万人を割っているといわれ、

国内自給に要する 1000 万人には、ほど遠い数字

である。

　採血に際しては献血者の氏名、血液型等の確認

は頻回に行っている。受付ではむろんのことだが

血液型、比重を調べる看護師によっても改めて氏

名の確認、献血の量 (200ml と 400ml の場合が

ある ) 、本人の申告した血液型を確認する。そし

て現場で行った血液型検査の結果をみて、みたび

確認する。

　採血時にも担当の看護師により氏名、血液型、

そして献血量を確認する。ダブルチェックどころ

か 3回も 4回も確認するという念の入れようで

ある。臨床の現場でもこの慎重な確認体制をとり

いれるとよい。

　「献血の大切さはだれもが分かっている。しか

し腕を出して『どうぞ』という人はそれほど多く

はいませんよ」。現場の声である。

　移動採血車が出る前日、その出先で度々協力し

てくれる方々には電話で連絡をしてお願いしてい

るらしい。また知人がいると職員がマイカーで送

り迎えをすることもあり、現場の努力は並大抵で

はない。

　献血は各個人の善意に支えられているため、現

場にいると限られた貴重な資源であることを痛感

させられる。善意があり、それをいただく努力と

苦労があってこそ、何ら不自由なく輸血をし、血

液製剤を使っているわけである。

　輸血や血液製剤使用の基本原則は必要最小限に

とどめることである。栄養剤の代りに使うような

ものではない。血液製剤のうちグロブリの自給率

は 7割、アルブミンのそれは 3割といわれる。

　ことのついでに申し上げるが、新鮮凍結血漿

(FFP) や加熱人血漿蛋白 (PPF) の使用適応を混同

されている医療機関がある。“血液製剤の使用指

針”をよく読んで適正な使用に努めたいものであ

る。

　今国会に提出された血液基本法にも使い過ぎが

批判されてきた血液製剤の適正使用が盛りこまれ

ているという。

　いずれにしろ献血の現場には人様の善意とそれ

をいただく職員の努力と苦労のあることを忘れな

いでいただきたい。

移動採血車
徳山　徳長　雄幸

－ 18－
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　これまで、「山口県医師会報」に「玉乃世履を

追いかけて」と題して、3回報告した ( ①玉乃世

履の研究史、②略伝、③陸奥宗光を裁く ) 。今回

は、1. 玉乃と幕末の岩国と 2. 玉乃の学問･人柄に

ついて概説したい。

玉乃世履と幕末の岩国

　幕末の岩国を、幕末の長州 ( 全体 ) の観点で文

久年間から解説する。萩本藩･毛利宗家は、文久

2年に攘夷を国是と決定した。天皇･公卿に運動

して、京都の朝廷に大きな影響力をもった。

　まさに文久 3年の政治情勢は、本家と分家の

緊密な連携を必要としていた。文久 3年 2 月 7

日に、毛利慶親が京都からの帰途に、岩国に寄り、

吉川経幹と会談した。今後、防長内では吉川家を

末家 ( つまり支藩の待遇 ) とする。対立関係の幕

府とは、追って周旋するので、しばらく猶予あり

たいと申し添えた。この時から、毛利宗家と緊密

な連携のもと、岩国藩･吉川家は萩本藩と運命を

ともにすることとなる。もちろん、萩本藩の正義

党と俗論党の争いの影響を受けながらも、岩国藩

の主張もした。毛利宗家の決定には、四支藩 ( 長

府藩･岩国藩･徳山藩･清末藩 ) 全体が従った。

　文久 3年ころから岩国藩では、思想的に陽明

学派が台頭し、朱子学派に対抗した。岩国藩の内

部では、門閥階級が藩の中枢をにぎり、いわゆる

守旧派 ( 佐幕派･朱子学派 ) を形成している。改

革派は、陽明学派で毛利宗家側にたつ。一般的に、

学問や実務能力に問題があっても、江戸時代は家

柄･家格重視でお役目につく。岩国藩も例外では

ない。幕末には、全国的に実務能力重視の人材登

用に迫られる。

　玉乃は、文久 3年以後の幕末を儒学 ( 陽明学 )

を基礎に、洋学を主として事にあたった。いわゆ

る「和魂洋才」である。文久 3年の「8月 18 日

の政変」後、岩国藩において玉乃が改革派として

主張したことが、守旧派に非難され、養老館教授

方 ( 助教 ) と兵局方などを罷免される ( 同年 9月

1日 ) 。10 年前の嘉永 6年 12月に、京都で吉田

松陰と語り合ったとおり、毛利宗家を輔翼すべき

ことを説いた。

　元治元年 5月に、用人格で坂上撫育方 ( 代官に

相当 ) を命ぜられ、禁門の変ののち 9月に赴任し

た。戦時を想定して、藩主みずからの抜擢人事で

あろう。実務能力を重視した人材登用である。坂

上に在任中は、民政と軍事に治績をあげた。

　慶応 2年に、第二次長州征伐 ( 四境の役 ) が起

きる。岩国藩は、萩本藩とともに芸州口の戦い(山

間道と海岸道 ) を担った。玉乃は、農兵の北門団

を率いて釜ヶ原に駐屯した ( 山間道 ) 。防長領境

を越えて幕軍を進入させなかったことからも、幕

府側の敗北といってよい。

　戦後、岩国では四境の役での実戦経験から、「門

閥打破、人材登用、先例旧格を用いるな」が提唱

された。実際行動として、10 月に東沢瀉 ( 陽明

学派の儒者 ) らが塾生を鼓舞して、必死組の設立

を図る。11月 11 日に必死組 ( のちの精義隊 ) は

創立許可されたが、隊士の強引さや粗暴であった

ことの責任をとり、東と栗栖平次郎 ( 東の門人 )

が柱
はしらじま
島に流罪となった。これを契機として、岩国

藩の兵制改革が行われ、精義隊･日新隊･建尚隊･

敬威隊の4隊が結成された。たとえば、日新隊は、

門閥階級の総督をおくが、実質的には軍監･参謀

が実務能力を発揮したことであろう。彼らは玉乃

の門下生が中心で、儒学 ( 陽明学 ) を基礎に洋学

を主とする。時務に適する改進説を唱えて、洋式

銃陣にもっとも優れていた。玉乃は、11 月に用

人役 ( 参政に相当 ) で御蔵元の仕置方を命ぜられ

る。固辞するが、その命を得ず。無能な門閥階級

玉乃世履を追いかけて　４
岩国　吉岡　達生

－ 19－
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が、なお中枢にいたことが、固辞の一つの理由で

あろう。

　慶応 3 年 1 月に北門団の正覚寺騒動により、

坂上撫育方を罷免され、2 月に岩国にもどる。用

人役で御蔵元の仕置方の命は、そのまま。同年 3

月に、藩主の吉川経幹が死去する。玉乃は、岩国

藩内の党論 (人材登用問題 )の調停を遺言された。

同年 6 月に御蔵元の仕置方を断ったが、用人役

はそのままで藩政にあたる。幼君の経健を、集団

指導体制の一員として支えたことであろう。戊辰

の役には、慶応 3 年 11 月まず日新隊が、萩本藩

の部隊とともに出動した。なお、玉乃は明治元年

7 月に岩国藩公務人 ( のち公議人 ) を命ぜられ、

10 月に京都に赴任する。明治元年 10 月から 11

月まで岩国藩公議人として京都で活動し、明治 2

年 1 月に東京で明治新政府に初めて官吏として

入る。明治 4 年 7 月の廃藩までは、岩国藩から

の出向である。

玉乃世履の思想･学問

［江戸末期］
　江戸期の学問といえば、中国から入った儒学で

あった。いわば哲学で、単に知的な面のみでなく、

究極の目的は人格をみがき徳を身につけることで

ある。それに対して、洋学は西洋の学問で、科学

である。

　玉乃の儒学は、はじめ徂徠学 ( 古文辞学、現代

の人文科学に近い ) で、のち朱子学となる。二宮

錦水の影響であろう。弘化･嘉永年間に岩国藩校･

養老館の儒学が朱子学となるのに貢献したものと

考える。また、浪人中の嘉永 2 年に僧月性と交

遊し、儒学 ( 朱子学 ) とともに、勤王論･海防論

を学ぶ。

　嘉永年間に京都に遊学した。帰国した安政元年

より、塩谷処とともに岩国藩を代表する思想家で

あろう。玉乃九華･二宮錦水の後継者である。洋

学は、三島中洲・吉田松陰の影響もあり安政元年

ころから学ぶ。具体的には、原語で読むのではな

く、翻訳された漢籍で学んだ。

　さらに、儒学は東沢瀉の影響もあり万延元年

･文久元年ころから陽明学へと変化した。文久 3

年から元治･慶応までの幕末の動乱期を、玉乃は

儒学 ( 陽明学 ) を基礎とし、洋学を主として事に

当たった。いわゆる「和魂洋才」であろう。

　安政元年に京都留学から帰国後は、消閑の詩文

は廃す。とくに作った漢文の中から、明確な動機

があり贈った相手がわかるものを、以下にいくつ

かあげる。

　安政元年 6 月 ? の「東白沙の江都に遊学する

を送るの序」、安政 4 年春 ? に福山の江木鰐水へ

の「江木三鹿に与ふる書」、安政 4 年 1 月 ? の南

部五竹への「藩老某君の熊本に遊学するを送るの

序」、文久 2 年 10 月の「今田百里墓誌銘」、長谷

川禹錫『柳橋文集』の「跋」、同年 12 月の「長

谷川禹錫墓誌銘」、慶応元年 11 月の「土屋道寿

墓誌銘」、9 月「岩本盛俊墓誌」などがある。なお、

明治元年 8 月に坂上の柳原孝十郎への「坂上撫

育の一事を記す」がある。

［明治前期］
　明治新政府に入ってからは儒学 ( 陽明学 ) を基

礎とするが、洋学中心である。明治 2 年 1 月に

会津の若松表民政取締を命ぜられ、はじめて明治

新政府の官吏となる。同年 5 月より裁判官の道

に入り、明治 4 年 8 月に創設直後の司法省に司

法中判事として入省する。実務の中で法律学の学

識を積んだ。司法卿の江藤新平 ( 明治 5 年 4 月

～ 6 年 4 月 ) のもとに、民法･ ( 民事 ) 訴訟法･裁

判所法など、仏法に範をもとめた法典編纂に関係

した。具体的には、「司法職務定制」( 明治 5 年

8 月 3 日に制定 ) 、「民法仮法則」( 明治 6 年 3

月 10 日に完成 ) 、( 民事 )「訴訟法略則」( 明治

6 年 7 月 20 日に完成 ) である。

　さらに、欧米流の近代法を、ボアソナードやブ

スケが講義する五法の会議 (「訴訟法会議」「民

法会議」「治罪法会議」「刑法会議」「商法会議」、

すべて司法省官吏を対象、明治7～ 9年 ) などで、

法典編纂の準備として学び、その後は実際の法典

編纂に委員として参加した ( 民法・民事訴訟法・

治罪法・陸軍刑法・海軍刑法 ) 。東京大学の法学

部講師を兼任して、明治12年度から17年度まで、

「日本現行法律　民事」などを講じた。

　晩年の明治 10 年ころより、再び漢詩文･書は

作った。法律雑誌の創刊号に漢文の「序」を寄せ

ている。たとえば、雑誌「明法志林」第一号と「法

－ 20 －
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学協会雑誌」第一号の巻頭に、漢文の「序」を撰

している ( それぞれ明治 14 年 2 月撰、明治 17

年 3 月撰 ) 。また、法律書にも漢文の「序･跋」

を寄せている。しかも、しばしば活字ではなく本

人の書 ( 影印 ) で掲載されている。「序･跋」を寄

せた法律書を列挙すると、①今村信行『民事必携』

(「叙」を撰ならびに書す、明治 12年 6月 ) 、②

田中知邦閲･田中稲人編纂『現行民事成文律類纂』

第一編 ( 上･下、下巻に「跋」を撰、相楽頼善の

書－明治 12年 9月－ ) 、③村田保『治罪法注釈』

(「叙」を撰ならびに書す、明治 13年 7月下旬 ) 、

④福鎌芳隆『治罪法比鑑』(「序」を撰ならびに

書す、明治 14年 8月 ) 、⑤磯部四郎講義『仏国

民法契約篇講義』(「序」を撰ならびに書す、明

治 17年 11月上旬 ) などである。

　明治 11年 1月、中村正直の同人社が法律講習

会を開業した際に「同人社法律講集
ﾏﾏ
会開業祝詞」、

明治 16 年 7 月の専修学校卒業式に「祝詞」（漢

字仮名混じり文）を撰している。

　法律関係以外の漢詩文の中から、明確な動機が

あり贈った相手がわかるものを、以下にいくつか

あげる。

　明治 9年 5月、毛利敬親の五年祭に漢詩を寄

せる。明治 11年 4月、吉川経幹の十年祭に漢詩・

漢文をよせている。周布政之助の 17回忌に漢詩

を寄せている（明治 13年 11月？）。岩国の坂本

格と粟屋景福に墓誌銘を撰している ( それぞれ明

治 12年 6月、明治 18年 12月上旬 ) 。

　明治13年冬に東京の江木鰐水 (備後福山出身 )

に七十の賀詩、明治 18 年 12 月上旬に岩国の大

草小雲に還暦の賀詩をおくる。

　漢詩文集の序･跋では、三島中洲『霞浦遊藻』

に「霞浦遊藻序」を撰す ( 明治 9 年 5 月、関雪

江の書 ) 。長三洲書者『韻華帖』に「跋」を撰並

びに書す ( 明治 13年 5月 ) 。

玉乃世履の人となり･人柄

　①南方一枝「五龍先生履歴」(1889 年撰、

1890 ～ 1891 年「探溟」第 1～ 3号－岩国の雑

誌－ ) 、②三島毅 ( 中洲 )「大審院長従三位勲二

等玉乃君神道碑」(1889 年撰 ) 、③藤田葆『巖国

沿革誌　傑特士五』( 自筆稿本、推定 1917 年、

岩国徴古館蔵 ) により、まとめる。

　幼くして学を好む。かたわら武技を学び、この

んで笛を吹く。遊芸はなさず、囲碁を少し玩ぶ。

身体は肥満。性格は剛毅果断で、眼光は人を射る。

態度･物腰は礼儀正しく、言語は質実で少しも虚

飾なし。物事を処理するのに細心の注意を払う。

　明治時代に大審院に勤務していたときの評は、

人に接して尊大ではなく、身分で態度を変えない。

身は顕職にあっても、勉学は超人的である。子供

のときから老年まで同様で、人力車上やトイレで

も必ず書物を読んでいた。大審院の仕事は、書類

が山積みされていても、流れるように読み進み処

理する。なお残った書類は、自宅にもって帰り（宅

調）、しばしば朝まで調べていた。部下が質問す

れば、答えは明瞭で詳しく、必ず図示する。清廉

潔白で、「請託･贈遺を謝絶す」と大書して掲示し

た。

－ 21－
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　「イナ・クワナ ( おはよう )」で一日が始まり、

「セイ・アンジュマ ( また明日 )」とハウサ語で終

わる 5 か月間を経験しました。これは初めての

イスラム世界の印象記です。

終わってみれば W 杯はブラジルの優勝でした

が、カメルーン、セネガルやナイジェリアの西

アフリカ勢の頑張りは私に元気を与えてくれまし

た。昔エチオピアに 1 年間住んだり、その後も

何回かアフリカ訪問しましたが、西アフリカには

一度も行ったことがありませんでしたので、とて

も興味がありました。私の回りでは西アフリカを

知る人は少なく、国土の大半がサハラ砂漠となる

西アフリカ内陸国のニジェールとなるともうほと

んど知る人はいません。「ニジェールはどこにあ

るの ?」とか「ニジェールの宗教は何 ?」などに

答えていた 5 か月間を W 杯の熱狂の中で思い出

す毎日でした。一昨年、県内からニジェールに 2

年間派遣されていた青年海外協力隊員 ( 栄養士 )

のカウンターパートとしてムスタファ・アドさん

という 39 歳の男性栄養士が昨年 8 月から 5 か月

間ほど周南記念病院、老健「ふくしの里」そして

特養「ほしのさと」での研修をしました。私が県

の「協力隊を育てる会」に関係しているために引

き受けた次第です。ニジェールにはまだ 11 名し

か栄養士がいないということで、研修プランを作

成するに当たってお互いの医療情報を交換するこ

とから始めました。あちらはフランス語、現地の

ハウサ語そして広島で 2 か月間研修した日本語

だけで、こちらは英語・フランス語のミックスで

したが、何とか目的を達成できて安心しました。

ニジェール国土は日本の 3.4 倍あり、国民は熱心

なイスラム教徒です。人口は 1,100 万人ぐらい

で砂漠化が進んでいます。公用語はフランス語、

現地語はハウサ語です。病院や特養の栄養士さん

達はフランス語の辞書を片手に悪戦苦闘の毎日で

した。しかし、帰国時にはしっかりと研修目的を

達成していた事には、さすが同業者だなあと妙に

感心しました。研修中にアドさんがつぶやくよう

に言った 2 つの言葉が、最後まで気になりまし

た。それは「どうして毎日お祈りをしないのか ?」

と「どうして日本人は出会っても知らん顔をして

いるのか ?」でした。経済発展や科学進歩に依存

してきたわれわれは、とても精神的には貧しい姿

になっているのだと反省させられました。アドさ

んが研修に入って 1 か月目にアメリカでの同時

多発テロがありました。彼はとても気にしていた

ようでした。確かに周りには白い目があったのは

事実でした。個人的にはとても人なつこいイスラ

ムの人達ですが、何があの行動に駆り立てたので

しょうか。

彼はイスラム教のイマームといって集団礼拝

時の導師のため 1 日 5 回のお祈りを欠かせませ

んでした。午前に 2 回、午後に 3 回のお祈りで

すので、いつ遊び、いつ仕事をするのかと思いま

したが、ちゃんと時計のごとく時間がくればお祈

りしていました。しかし、観光地などに連れて行っ

ていた場合には、人目のつかない場所を探すのに

は苦労しました。そして彼が帰国するころにはこ

ニジェールから来たアドさん
下松　岩本　功

防寒衣（7mのターバン）のアドさんと防寒衣（7mのターバン）のアドさんと
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ちらの体内時計もすっかりお

祈り時間に調整されていたの

には驚きました。傍で見るほ

ど本人には大変ではなかった

のでしょう。夜遅くまで 3か

国語を駆使してイスラム教、

キリスト教そして仏教を語り

合った事はいい思い出となり

ました。

食事に誘うのもいろいろ

と気を使いました。豚肉とアルコールは一切口に

しませんので、ビールが好きな私にとっては時々

つらく感じる事がありました。「聖なる月」とか

「ラマダン」では他人がアルコールを飲むのも見

てはいけないようでした。彼はとても厳しく戒律

を守っていましたが、やはり若いイスラム教徒の

中にはお祈りは簡略化するとか、アルコールもた

しなむ者もいると嘆いていました。「ニジェール

に行けばビール飲めるか」と聞くと「ホテルなら

OKだ。自分の家に来た時は我慢してくれ」でした。

ニジェールに行けばしっかり休肝日が取れるかも

知れません。「ラマダン」でのアドさんの 1か月

間を目のあたりにして、「我慢する」という言葉

を忘れていた自分がとても恥ずかしくなりました

が、暑いこの時期に目にするビヤガーデンの「飲

み放題、食い放題」はやっぱり魅力的です。

日本では栄養士さんの就職がままならぬとい

う状況ですが、ニジェールには医師と看護師の養

成機関はありますが、栄養士は養成されておらず、

彼はコンゴ共和国で資格を取得していました。ニ

ジェールの病院では治療食というような医療状

況ではなく、これからは国民の健康増進のために

11 名しかいない栄養士が頑張るしかないと言っ

ていました。

この状況は日本でも同じ

ような過去であったように記

憶しております。アドさんは

マラディという所の保健局に

勤め、病院ばかりでなく広大

な国土の隅々まで啓蒙するた

めにラジオ放送にも出演して

います。これが一番効果的

なようです。地方では一生

涯、医師に出会うことなく

死んでいくこともあり、栄

養失調や砂漠に見られる髄

膜炎やマラリアなどの感染

症などのため、ニジェール

の平均寿命は 1998 年統計

で男性 47 歳、女性 50 歳と

なっています。食料は雨季

(7 月 -9 月 ) の米、ミレット

やトウモロコシが主食とな

り、野菜は乾季に収穫され、牛肉、羊肉、鶏肉、

豚肉そして川魚も手に入りますが、貧困にあえ

ぐ人々の方が多く、1997 年の一人あたりの GNP

は 200 米ドルに過ぎません。食材も調理方法も

限られた中での栄養確保も大変でしょう。アドさ

んは日本のスーパーでの品物の多さには目を丸く

していました。そして病院で残飯を捨てることが

どうしても理解できなかったようでした。貧困・

食料不足・疫病に悩むアフリカでは当然なことか

も知れません。

ニジェールの気温は砂漠近くでは 50度以上に

もなり肌を刺すような暑さのようです。下松に

滞在中に雨が降れば「いい天気ですね」と言って

いました。ニジェールでは雨は天からの恵みなの

でしょう。しかし、寒さにはやはり弱いようでし

たが、今年 1月の大雪の日に山間部の雪見に行

きましたら、生まれて初めて雪に触り寒さを忘れ

て子供のようにはしゃいでいた姿が忘れられませ

ん。

世界中がワールドカップに熱狂している最中

に、カナダでサミットがありました。これにアフ

リカから 4首脳が招かれました。アルジェリア、

セネガル、ナイジェリアそして南アフリカの大統

領です。発表された「アフリ

カ行動計画」が実りあるも

のになることを願ってやみ

ません。いつの日かニジェー

ルで元気な子供たちに「イ

ナ・クワナ」と言ってみた

いものです。

病院での治療食献立実習病院での治療食献立実習

初めての雪あそび初めての雪あそび
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　今年最大のイベントであるサッカーW杯は

韓国、ドイツの大活躍がありましたが終わり、

2002 年も残り半分となりました。また、小泉内

閣の目玉である行政改革、経済構造改革など論議

も盛んですが、日本経済の失速はいまだ好転のき

ざしは鈍く、史上初の診療報酬のマイナス改定と

われわれ医療界を取り巻く環境は予断を許さない

状況になって来ています。

　私は大学卒業後は主に形態学、特に細胞診、病

理を中心に医療に携わってきましたが、かねがね

思ってきた事、考えてきた虚像、実像に偶像もか

らめてまとめてみました。

　小辞林によると実像とは、「光が凸レンズで反

射、屈曲して結ぶ像」とあり、また虚像とは「光

が凹レンズ、鏡などによって生じる物体の像」と

あり、光学的な意味が第一義のようです。また、「偶

像とは信仰の対象として、金属、木、神仏にかた

どって作った像あるいは、迷信などの対象物」と

記載されています。さらに、大辞林によると虚像

の第二義として「ある人や物の姿とは異なる他に

よってつくられたイメージ」とあり、実像の第二

義として「地位、肩書きや風評などを離れた、そ

の人や物の本来の姿」と記載されています。

　現在の医療の中で実像を扱うとなると、特に細

胞診断では喀痰、尿、婦人科領域の細胞診、胃や

腸の生検での病理診断、また末梢血液、骨髄のメ

イ･グルンワルド・ギムザ染色でしょうか。

　一般に形態学で扱う実像は、病理組織標本、な

かでも一番基本になるのは汎用されているヘマト

キシリンーエオシン染色ということになります。

ヘマトキシリンは核を青く染め、エオシンは細胞

質を赤く染めています。ヘマトキシリンは中央ア

メリカの木から造られています。スエズ運河の近

くにはガテマラ、エルサルバドル、コスタリカ、

パナマなどの国がありますが、中でも小さいベ

リーゼ（元英国領ホンジュラス）で採れる豆科の

植物でログウッドという木の芯からとれる染色液

から造られているようです。

　ヘマトキシリンは“血のように赤い木”とい

う言葉だそうで組織を染める方法として、19 世

紀半ばには組織学的研究に応用されて今日では病

理診断等に応用されています。なお、細胞診では

パパニコロウ染色にも応用されており、俗にヘマ

トキシリンの木と言われているログウッドは独協

医科大学・山田喬教授によりデザインされ、細胞

診の診断指導医の印や日本臨床細胞学会の学会の

マークにも使われています。ついでではあります

が、この秋には日本臨床細胞学会秋期大会が会長

山大・石原教授のもと 11月初旬に下関で開催さ

れます。

　一方、エオシンはギリシャ神話の中で暁の女神、

すなわち暗闇から明るい朝になってくる夜明けの

女神 EOS（エーオース）からとられています。女

神エーオースが 2頭立ての馬車に乗って天空の

門戸を開いて太陽の光がさっと宇宙に差しこみ、

夜明けの空は真っ赤に染まり夜が明けます。

　エオシンの液は濃い赤褐色ですが、薄いと黄赤

色となり、緑色蛍光を発します。女神エーオース

が夜明けの空を真っ赤に染める姿を称して eosin

と名づけられたようです。

　キャノンのオートフォーカス一眼レフカメラ

“EOS”は一眼レフカメラのトータル・オートフォー

カス・システムとして開発され暁の女神の名にふ

さわしい高品位カメラとして名づけられたとのこ

とです。最近はデジカメでも発売されています。

なお、eosin は赤インクの材料として、また染色

材や分析用薬としても用いられています。このヘ

マトキシリン・エオシン染色は今や病理形態診断

には欠かせないほど重要な染色で、病理診断、細胞

診では大活躍しているのは言うまでもありません。

虚像、実像そして偶像
岩国　中川　仁
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　物事の認識では、形態認識が虚像であれ実像で

あれまず最初だと思われます。犬のスライドを見

ても、犬を知らないと犬と認識できませんが、犬

を良く知っていると、ただ犬というだけではなく、

どこの国の産でどの種類に属するか詳しくかつ正

確に推定できます。人によっては随分たくさんの

情報をひきだせます。実にたった一枚の写真でも

引き出せる情報量は無限大だと言う事ができそう

です。

　形態学という言葉の

生みの親はだれでしょ

うか、言葉のルーツを

調べてみました。ゲー

テであると言う説や、

異論もあり、解剖学者

K.F.Burdach が 1800

年に初めてこの言葉を

用いたという説もあり

ます。また、ゲーテは

1795 年に次のような

短い日記をつけています。

Gingen　die　Meinigen　host.　Morphologie

Mineralien　von　Leipzig.

（家のものは出発した。形態学。ライプチッヒか

らの鉱物。）

　単語だけ出てくるものではありますが、ゲーテ

が 1800 年以前にこの言葉を使っていたのは確か

のようです。だれが最初に使ったのかはともかく

としても、形態学に重い内容を入れようとした最

初の人がゲーテであることは確かのようです。

　形態学を通じて自然にせまる姿や態度を見てみ

ると、その膨大な知識の集積にもかかわらず、形

態学が何を得て、何を失ってきたのでしょうか。

形態学 (Morphologie) という言葉を創った人は不

明ですが、ドイツの詩人ゲーテはもっとも早く

使った人の一人で重要な意味をこめた最初の人の

ようです。

　飯島宗一氏（広大、病理名誉教授、広大・名大、

元学長）は 1959 年「形態学的生検診断のポイン

ト」の論文で次のように述べています。「一枚の

生検組織標本が顕微鏡下に置かれるとき、その標

本から引き出しうる所見はほとんど無限である。

ただ一枚の標本であっても、その細胞学的、組織

学的、病理学的あるいは生物学的所見をあまねく

記述し、それらを詳しく論じようとすれば、一冊

の本が書けるかもしれない。しかし、通常の形態

学的生検診断の場合は、きわめて短時間のうちに

それらはほとんどすべての所見を捨て去り、当面：

意味のある：所見を選ぶという作業を果たさなけ

ればならない。ここに、志向的選択の過程が介在

するのであって、それは一人の人間の大脳の動き

と言う意味で主観的で

あることをまぬがれぬ

が、恣意的であること

は許されない。形態学

的診断ないし判断は恣

意独断によってどのよ

うな奇騎な結論をも導

くことができる。しか

もひとたび奇騎な意見

が提出されると、それ

に対する純形態学的反

証がしばしば困難であ

るのが形態学のひとつの性質である。」

　たとえば、切片標本でボイルした卵の割面をみ

て、これを卵と認識し、一方では目玉焼きの状態

で見ているのでは同じ細胞を見ているといっても

両者にはかなりの隔たりがあるわけです。かつて

教えをいただいた上司からの年賀状に″ヒトは遠

くで見ているのと近くに近づいて交わるのでは大

分違うようです″とありましたが、人でも物でも

遠くで見ているのと近くで交わるのとは大きな隔

たりがあるようです。

　標本の方も歴史的には、解剖に始まり大きな手

術切除標本から小さな生検標本へと、さらには剥

離細胞から穿刺吸引細胞へと材料が小さく、小さ

くなってきています。免疫染色や遺伝子診断の場

合、特定の分子の小さいエピトープや遺伝子の特

定の塩基配列をみて、それのみに判断をゆだねて

みると樹を見て森を見ないという大違いをする可

能性があります。

　ここで強調したいのは、標本だけ見て診断でき

ると思うのは一種の思い上がりではないかという

ことです。悪性とか良性というのはあくまで患者

全体をみて診断しなければならないはずです。標

本だけみて診断しているのを切片パソロジーと
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いい、ネズミだけの実験をして診断しているのを

ラッテンパソロジーと言います。

　時代は変わり、医療技術が進歩し実像から虚像

へと大きく変化して来てい

るわけですが、医学・医療

の使命は生きた患者の診断

であり治療であることには

変わりはないはずです。画

像診断、生理学的診断、生

化学診断、病理診断さらに

DNA 診断など虚像、実像に

かかわらず、医療技術がそ

の使命を忘れず、たえず新しい技術や方法を取り

入れていく限り、臨床医にとって頼もしい存在で

あってほしいと思うのであります。ゲノム解析も

ほぼ終了したころにポストゲノム時代の病理、臨

床検査はどのように変化していくのか興味あると

ころです。

　話は変わりますが、17 ～ 8年前頃、大学に勤

務していた梅雨の終わりのころ、夜 10時すぎに

外科から解剖の依頼の電話が鳴り教室にいた当番

の大学院生 2人と私で解剖することになりまし

た。患者は 50歳前後の男性でした。解剖が終わ

り臨床医はマクロ解剖の説明が終わり帰って行

き、われわれだけになり、私は脊髄骨を電気鋸ス

トライカーで取り出していました。ところがだれ

かが私の背中の予防着をひっぱるではありません

か。院生に「おい、引っ張るな、大事なところだ」

だれも返事がありません、おかしいと思って振り

向くとお腹も胸もがからっぽの

ライへが解剖台の上の立とうと

しているではありませんか。私

と院生の 3 人は腰を抜かさん

ばかりに驚いて後ずさりしまし

た・・・・・。いまでは、同門

会等でその当時の院生と会うと

なつかしい怖い夏の夜の思い出

話となっています。

　日々の診療医生活に加え人事、経営問題などの

雑務に追われる日となり、ふと研究所での生活や

大学での研究室での出来事を振り返ってみると、

「研究」という夢は人生最大の道楽であったよう

に思えるようになってきました。

　メディカルエッセイや科学論文であろうと、は

たまたニューモデルの水着や詩歌の類であろう

と、移ろいやすい世人の心を絶えず魅了しつづけ

ることや、風雪に耐えて後世まで永く残る傑作を

生み出すことは至難の技と思われます。いずれの

世界においても、そこにはたゆまぬ情熱、努力と

精進が要求されます。なにか王道や近道、早道な

ど安楽な道程はないのでしょうか。
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　70才を目前にして、人生も僅かとなり、思い

切って 13 才迄を過ごした中国東北部（旧満州）

鞍山市を訪れ、まずその変貌に驚いた。

　戦前人口 15 ～ 6 万の市が今日 200 万に達し

ようとしている、元来が中国一の鉄鋼都市であっ

たが、市街の発展は素晴らしく、高層建築物の林

立、郊外の住宅地の整備、学校教育の充実をはか

る諸学校の新設、又高速道路の整備、ちなみに大

連より鞍山迄 300K を時速 180K で走り、約 3時

間で到達してしまう。ただご愛嬌なのは、高速道

路の路側帯を自転車が走り、人が歩いており、そ

れをだれも咎めない大らかさに感じいりました。

　すべてが国有地であるため、計画的に物事が進

められ易いとの事です。

　トンネルもない平坦な所を一直線に走る雄大さ

に驚きます。

　第一の故郷の市街を探索し、駅の近くにあった

我が家は、区画整理されており、高層建築物が建

ち跡形もありませんでした。通っていた小学校も

取り壊され、新築され、片隅に取り残された建物

が昔を思い出されます。

　匪賊の巣窟で近寄るなと言われていた市内より

東方 15 、6K にある霊峰千山脈にも立派な高速

道路ができて、戦前行く事ができなかった所に、

簡単に車で行く事が出来ました。又その道路脇に、

ハイテク工場、大学が林立しており、一地方都市

がこのように発展するのであれば、日本の工業は

すぐ追い越されるのではないかとおもいます。

　中国のパワーには驚かされます。

鞍　山
厚狭　岡田　久

鞍山駅付近

ラグビーで有名な旧制鞍山中学校

すでに取り壊し中

鞍山の象徴ラクダ山

採鉱のためやせ細っている
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　小倉浩二・横山　敬・山本一男で三期の会を開

催の最中、突如としての小倉先輩の声で酔いが退

いた。「｛らうす｝？って」「北海道の｛らうす｝じゃ。

標高 800 メートル位だ。（この標高は国後｛クナ

シリ｝島の羅臼山で、北海道の羅臼岳は 1661 メー

トルで、皇太子ご夫妻が山頂に立たれたことで有

名です。この本当の標高を知って結局は登らず眺

めただけでした）」。

平成 13 年 8月 11 日（土）小倉・山本の二人

は東京のお台場のグラン・パシフィックホテルで

隅田川よりも豪華と言われる花火大会を、知人の

高田さんと眺めながら「大志満・花かがり」で気

炎を揚げた。

8月 12日（日）、一路「中標津空港」に飛んだ。

空港から約 1時間 30分の貸切？バスで羅臼温泉

到着（乗客数 3人。直線国道 335 号線。行き交

う車数は 10台未満。ただし、単車数は数知れず、

国道沿いの川に無料温泉が湧いているとか）。羅

臼昆布のお土産を宅配。「ホテル峰の湯」の夕食

は大きな｛鱈場蟹（たらばかに）｝丸ごと一匹。

蟹肉だけで満腹。（写真 1）

8月 13 日（月）知床横断道路（国道 334 号）

でウトロ（宇登呂）に向かうタクシーの運転手

さんから、知床半島巡りはクルーザーに乗ったの

が雄大ですよ、との情報でクルーザーに乗船。奇

怪な岩肌・海に直接落下する滝・平坦で広大な知

床岬最先端など驚嘆の観光でしたが、最大のハイ

ライトは、「やっと見付けた！　なかなか出会え

ずいらいらしていた最近だったが、おった、おっ

た」と突然の操舵士の大声にびっくり。「お客さ

ん、そら、そら、左前方に見えるでしょう。今日

は本当に恵まれましたね。熊・熊・熊ですよ・熊」。

居ました、望遠鏡で米粒大の茶黒色の親子です。

「最近は熊まで茶髪かよ！」＝だれの声でしょう？

大満足。（写真 2）

　知床プリンスホテルの「風なみ季」の食事も素

敵でした。小量椀に盛り付けられた定食に、後は

自分の好みで小量盛り付けられた好きな海産物主

体の小皿を適宜味わうと言う｛粋な｝食堂でした。

好みで純米大吟醸酒・ワイン・エトセトラ。心地

よいほろ酔機嫌でまた温泉にドボリ。「美味いも

のをたくさん食って、たっぷり飲めて、温泉に浸

かり満足じゃ・寝るぞ」今日も幸せの旅でした。

8月 14日（火）国道 244 号線をバスで女満別

空港へ。

斜里町・止別・

小清水原生花園・

涛沸湖を経て約

2 時間後に女満

別空港に到着。

可愛い YS11 の

プロペラ機。「お

客様、お隣同士

のお席をお取り

しましょうね」。

異口同音に｛い

や、 毎 日 一 緒

おい！羅臼に登るぞ。
宇部　山本　一男

写真 1　写真 1　羅臼岳を背景に

写真 2　熊写真 2　熊

－ 28－
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じゃけー、窓際の席で、別々。窓際ですよ｝。お

客さんもまばらで可愛い一人のキャビン・アテ

ンダントさんの声も耳に入ら

ず、前席小倉・後席山本の 2

人は離陸と同時にシャッター

を押し続け。大雪山国立公

園を上空から眺める景色は格

別でした。残雪が重厚に残る

大雪山には喚声も揚がりまし

た。支笏湖・洞爺湖の支笏洞

爺国立公園上空を経て、内浦

湾上空から大沼国定公園を通

過して函館空港に。小倉先生

のカメラには五稜郭がパッチ

リと収まっていました。流石、

先輩は上手。

函館国際ホテルに到着。

函館 JR 駅前から市内バスで五稜郭に向かう。

安政 4年（1857 年）北辺防備に 7年の歳月を費

やし日本初の洋式城郭。明治元年（1868 年）榎

本武揚（たけあき）らの箱館戦争を偲び、一の橋・

二の橋・五稜郭公園・裏門橋で引き返す。さてと、

正装をして美食探訪へ。

「粋で、小奇麗な、美味しい日本料理」の注文

にピッタリの割烹・郷土料理「冨茂登（ふもと）」

で夕食。美人で小柄な齢 80歳の女将が石川啄木

の小唄を素晴らしい美声で披露。｛高田屋嘉兵衛｝

の銘の純米大吟醸酒と美味しい鮭の皮や函館なら

ではの数々の美食の献立をす

べて平らげ大満足。

午後 9 時前、ホテルから

バスで函館山麓駅着。数十万

人の人出とか、大混乱の中函

館山ロープウェイで函館町特

有の中央が縊れた百万ドルの

夜景を満喫しつつ山頂展望ハ

ウスに到着。時間制限の慌し

い行程でしたが函館ならでは

の素晴らしい眺めが印象に残

ります。

8月 15 日（水）タクシー

で市内観光。北島三郎出身の

函館北高校前を通りカトリック元町教会・聖ヨハ

ネ教会・函館ハリストス正教会・旧函館区公会堂・

旧イギリス領事館・立待岬等を観光し、（写真 3）

美味しい牛乳入りアイスクリームに舌鼓をうち、

乗り継ぎを終え、熟睡のうちに山口宇部空港に到

着。

十分に生気を取り戻し、明日からの診療に邁

進することを 2人で誓いました。日本のよい医

療を行うために、お互いに頑張りましょう。

写真 3　写真 3　立待岬

－ 29－
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　こんな題名の本（吉本隆明）があった。サッカー

の審判なら口が裂けてもいえない言葉だけど、く

よくよ悩んでいる患者さんをみると「だいたいで、

いいんじゃない」と言ってみたい事がある。場合

によっては気分がほぐれることもあろう。とはい

え、とかく現代は論理を好む時代である。へ理屈

でも筋さえ通っていれば何とかなるが、迂闊にも

のは言うべきではない。命をあずかる医師が患者

に対し「だいたいで、いいんじゃない」と診療し

ていたら、また何を言われるかわからない。だけ

ど、ほんとを言えば患者さんの訴えに対し医師は

論理的に対応してるわけではないし、法律を意識

しながら診療してるわけではない。

　同じ言い方でも「わからん、ようわからん」と

患者さんの前でつい言ってしまう事があるが、こ

れは案外問題にならない。なぜなら医師は神では

ないから「わからん」事も許されるというぐあい

にへ理屈も通る。「わからん」という言い方には「能

ある鷹は爪を隠す」といった類いの謙遜の意味も

ある。「わからん」というだけでは、わかってい

るのか、わかっていないのか、わからんところが

日本語のミソである。ただ問題はそこから先にあ

る。「わからん、わからん」と言って実際に治療

行為を行った場合、結果が良ければ問題にならな

いが、悪ければ訴えられる。やはり迂閥に物は言

うべきではない。

　一方、現代アメリカの医師の間では「First ，Do

No　Harm」という警句があるそうだ。「ハーバー

トの医師づくり」によればヒポクラテスの誓いに

ある言葉だという。アメリカでは医学的根拠もな

いのに下手に患者に手を出すなという意味に使わ

れ、医師の介入がかえって患者に害を及ぼす事が

あるという自戒の意味で使われているらしい。日

本語に訳す必要はないが「ようわからん事（者）

は黙っとれ、手を出すな」という事だろう。しか

しアメリカの医師の間で何故こんな当たりまえの

事を声高に論じねばならないのだろうか。ヒポク

ラテス翁はおそらく「医学を過信するな」「医師

は倣慢であってはならない」と素朴に諭した筈だ

が、現代的意味はいささか異なるようだ。その根

本には医師と患者の関係の変化がある。現代の医

師と患者の関係は互いに利益を得ようとする商い

にも譬えられる。その象徴は何といっても「医は

仁術ではなく算術にある」というコピーが有名で

ある。なるほどそうかもしれない。現代は訴訟社

会である。医療も例外ではない。患者は自分に不

利益な事が生じれば容赦なく医師を訴える。優秀

な医師ほど訴えられやすいともいう。医療ミスに

からむ訴訟でも、患者が医師を訴えるのは実は患

者がその医師を嫌いだからだという。言われてみ

ればもっともだが、身も蓋もない話である。アメ

リカ医療の現実には訴訟問題が大きな影を落とし

ている。

　「Above　all ，do　no　harm」他人に害が及

ぶかもしれない時、何もせずに見ているだけです

ごせるだろうか。たしかによかれと思ってした事

がかえって裏目に出て、何もしないよりひどい事

態を招くことはある。何もしないほうが責任もな

いかもしれない。しかし、苦しむ患者を前に何も

しないでいられるだろうか。おそらく自分ででき

る最善の努力を果たそうとする、それが医師とい

うものではないか。話の前後は忘れたけれど、学

生時代「喉にものを詰まらせて窒息しかかってる

人をみたら、気管切開の手技がどうのこうのと考

えるより、ナイフで喉を引き裂くことだ」という

話を聴いた事がある。もちろん現代では時代錯誤

も甚だしい話だ。EBMもへったくれもない時代

の話である。しかし、それでもなんというか、医

師たる者の血脈を伝える話ではないか。

　アメリカの最先端の医療は今や EBM とイン

だいたいで、いいんじゃない
小野田　播磨　一雄

－ 30－



685

平成 14年 8月 11日 第 1652 号山口県医師会報

フォームド・コンセントを基本とする「患者にま

かせる医療」を目指しているという。誇り高きア

メリカ人にとっては、らしくもない「無謬主義、

完璧主義の終焉」というフラッグを掲げてまで「患

者に始まり、患者に終わる患者中心の医療」を達

成するために悪戦苦闘しているというが、その一

方でアメリカでは最近医師として働き始めた人の

約 30％が卒後数年で医師という職業を捨てて転

職したという話もある。現実と夢。近い将来、わ

が国もまたアメリカの現実を目の当りにすること

になる。

　太平洋戦争の末期。当時女学生であった私の

末姉は学徒動員、女子挺身隊として、毎日、日本

紙をコンニャク糊で貼り合わせて大きな分厚い紙

を何枚も何枚も作っていた。紙は貼り合わして大

きな袋にされて気球となる。気球は爆弾をぶら下

げて偏西風に乗り、太平洋を超えてアメリカまで

行って爆発する。

　風船爆弾である。

　実際にアメリカ大陸で爆発したのは 1、2発で

あったが、小さな山火事を起こし、数人の人が怪

我をしたと報道された。われわれは大感激したも

のである。もちろん、10 万単位の犠牲者を出し

た東京大空襲や原子爆弾とは比べようもない戦果

であったが。

　昨年の秋、医師会の議長席にいた私は、会場か

らのやっかいな発言の処理に、一寸悩んだことが

あった。その時、両上腕に筋肉痛のような痛みを

感じた。昨夜の飲み屋のカウンターでのママとの

腕相撲のせいかな？と思ったが、思い出してみる

と、腕相撲をしていたのは隣に座っていた腕自慢

の剣道剣士であって、私ではなかった。

　数日の後、今度は雨の降る日に傘をさして歩

いているとき、また腕が痛くなった。相合い傘の

隣の女性をかばっているせいかと思って横を見た

が、傘の中は私一人であった。

　念のために帰って心電図をとってみると ST が

やや低下しているように思われた。

　しかし、その後はカウンターで絶世の美女が

前に立つことがあっても、箸より重たいビール

ジョッキを何回も持ち上げることがあっても、明

くる日に腕が痛くなることはなかった。

　ある日、夜間の救急センターで当直をしていた

時のこと。その日の内科の担当は三井先生と松原

先生で、2人とも循環器科の権威であった。救急

センターは天下泰平で市民は健康、救急センター

を訪れる患者もなく、当直医達は暇で退屈をか

こっていた。

　私が、先日のカウンターで隣に座っていた剣士

の腕相撲や、幻の相合い傘で腕が痛くなったこと

と心電図の話をすると、2人は眼を見合わせて「そ

れは狭心症かもしれないな」と宣うた。そして、

暇で退屈なせいか2人がかりで、いろいろと指導、

助言をしてくださる。

　「心電図を撮り直せ」「ホルター心電図をとれ」

「心エコーをやれ」「心筋シンチをやれ」「やはり

一番確実なのは心臓カテーテルまでやることだろ

う」。

　「心カテまでやるのなら、もう風船を膨らます

ことを考えておいたほうが好いであろう」

風船爆弾
岩国　沖井　洋一

－ 31－
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　とうとう、2人は私の心臓に風船爆弾を仕掛け

ることを計画してしまった。私には太平洋戦争中

の、日本の風船爆弾の成功率が非常に低かったこ

とが思い出された。

　それを見透かしたように、2人は風船による冠

動脈拡張の成功率の高いことを説明してくれる。

実名は挙げないが、あんな人も、こんな人もと例

を挙げて話してくれる。なるほど、その説明で想

像される人物は、風船どころかコンドームでも膨

らませそうな人である。

　それから、国立岩国病院の白木先生にお願いし

て、仕事の合間をみて何週間かかけて検査が進め

られた。できればカテーテルや風船爆弾は願い下

げにしていただきたいと思いながら。

　最後に心筋シンチグラムとホルター心電図がで

きあがった。

　心筋シンチグラムは、子供のころに安物の天

体望遠鏡で見たぼんやりした火星のような画像を

フィルムに写し出していた。

　しかし、このぼんやりした火星のおかげで、カ

テーテルの必要はないという診断結果が出た。も

ちろん、風船爆弾は仕掛けなくてもよいというこ

ととなった。

　無罪放免となった今は、美女の前のカウンター

で、念のために薬を水割りで飲んでいる。

　日本軍の風船爆弾は、バランスをとるために

砂を積んでいたが、この砂を分析したアメリカ軍

は風船爆弾の発進地を関東地区大平洋岸と断定し

た。やがて九十九里浜近くの発進基地が発見され、

風船爆弾作戦は終了した。

　未知の島である。南アフリカの東500キロメー

トル、モザンビーク海峡をへだてたインド洋の島

である。アフリカ大

陸に比すれば誠に小

さく見えるが面積は

58 平方キロメートル

余、グリーンランド、

ニューギニア、ボル

ネオに次ぐ世界第四

位、日本の 1.6 倍の

広さを持つ。島の中

央には、北から南へ

海 抜 800 ～ 1,800

メートルの中央高原

台地が走り、島を東

西に二分している。ちょうど「からいも」をころ

がしたような形である。強い季節風のため、北東

部の熱帯雨林から南部

の砂漠まで変化に富ん

でいる。首都のアンタ

ナナリヴは標高 1,300

メートル、私の訪れた

7 月は冬期にあたり、

熱帯地方でありなが

ら、大変過ごしやすい

気温であった。

　ここはアフリカ大陸

とゴンドワナ大陸を形

成していたが、1億年

以上前、分離し、この

マダガスカル島訪問
徳山　姫野　英雄

マダガスカル共和国マダガスカル共和国

首都　アンタナナリヴ首都　アンタナナリヴ

－ 32－
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島に残った生物は大陸とは異なった進化をとげ、

複雑な地形と気候のため、さまざまな動植物が生

息し、代表的なバオバブの木や、昆虫類、爬虫類、

鳥類など多く、原猿類の一種でキツネザル類は特

徴的である。ここにはアジアとアフリカが混在す

る民族と文化がある。マダガスカル人の祖先はイ

ンドネシアやポリネシアから渡ってきたと考えら

れている。昭和 17 年 5 月 30 日、午後 8 時 30

分、日本から 12,000 キロ、マダガスカル島ディ

エゴスワレス湾に 2艇の特殊潜航艇が母潜水艦

より発進し、月光の下、英戦艦ラミリーズ、油漕

船ブリティッシュ・ロイヤリティーに魚雷攻撃を

しかけた。搭乗員は

1号艇、秋枝中佐、竹

本一曹、2号艇、岩瀬

大尉、高田二曹の 4

名であった。そして、

戦艦は大破、タンカー

は轟沈という大戦果

をあげた。しかし 2

艇とも会合地点に現

れなかった。そして

時が経ち、平成 13年

6 月 29 日、特潜四勇

士慰霊碑参拝の参加

者が成田に集合した。参加者は、碑の建立や練習

艦隊の訪問にご尽力された松浦光利氏（元海將、

南極観測船富士艦長、東京マリーン）、秋枝三郎

中佐と海兵同期の谷川清澄氏（元海將、佐世保総

監）、秋枝中佐と同郷、姫野英雄（元軍医、鎮魂

歌作詞）、戦史研究家、金山孝之氏（法大名誉教

授）松浦氏とともに碑の建立に携わってきた石井

孝行氏（元大豊建設マダガスカル所長）、戦史研

究家、板倉昌之氏（板倉エンタープライズ代表）

の 6名であった。成田空港よりシンガポール、6

時間、乗り継いでさらに 6時間、途中、レ・ユ

ニオンで一部乗客をおろし、マダガスカルの首都

アンタナナリヴ到着。

　首都中央の瀟洒なラ・フランスに泊まる。翌日

は国内航空で北に向かい本島最北端、アンチラナ

ナ（ディエゴ・スアレス）に行く。さて平成 13

年度遠洋航海は印度洋・中近東方面。司令官は下

関市ご出身の保井信治海將補、かしま艦長川井一

志一等海佐、副長三輪一雅二等海佐、やまぎり艦

長木村豊前二等海佐、副長田尻裕昭二等海佐ほか

実習幹部 146 名（内婦人自衛官 3名）実習隊員

150 名で 4 月 20 日、晴海阜頭を出航し、9 月

10日までの訓練である。7月 3日早朝ディエゴ・

スワレス湾に入港し、特潜艇特攻慰霊碑参拝が予

定され、吾々「水交」グループも参加した。小生

秋枝中佐の鎮魂歌を作詞し、献花をさせていただ

いた。短期間をフルに過ごし、アンテイラナナの

町を歩き、大豊建設現地職員に大変お世話になっ

た。去る夕刻現地の海岸に立ち、南十字星を眺め

た感激、眼底にはっきりと焼き付いている。さて、

慰霊碑は 2艇の特潜が

急襲した湾を見下ろす

岬の突端、当地国立病

院の塀に寄りそうよう

に建てられ、沖合いに

は練習艦「かしま」「や

まぎり」が錨をおろ

し偉容が頼もしい。折

柄、南極の風は非常に

強く、各艦実習員の乗

る内火艇は木の葉のよ

うにゆれつつも全員元

気に上陸し、予定通り

儀式は進められた。式はマダガスカル陸軍の「君

が代」吹奏ではじまり、日向（ひなた）マダガス

カル共和国日本大使、保井司令官、ディエゴスワ

レス州知事、市長の挨拶があり、野立て、献茶の

女性士官は凛々しく、美人。先日呉総監経田勇海

將にお逢いする機会があったが、先輩の谷川元海

將が来られて、マダガスカル国軍軍隊の楽器は凹

凸だらけでみすぼらしい。わが自衛隊の楽器交換

の折には助けてやってほしいと云われていたとの

由。アンタナナリヴ自然動植物園で見た、カメレ

オンは印象的であった。

帰途、乗機のエンジントラブルで、レ・ユニ

オンの滞在が一日延びた。ここは仏領火山島であ

る。さらにシンガポールでも一日滞在を余儀なく

され、同行金山先生の友人、シンガポール中国領

事キム・ワット氏との知己を得たことも旅の余禄

であった。

慰霊碑前慰霊碑前

－ 33－
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○　海響館

　今年の 4月初旬に娘から、5月の連休に何処か

旅に案内しようという誘いの電話があった。昨

年来息子一家が、医学研究でアメリカに留学中で

あるので、暖かいプレゼントの有り難いもので

あった。折角の話であるが、最近 3年連続して

ゴールデンウィーク中に医師会の在宅当番医が当

たり、今年も 5月 5日に決まっているので遠出

は無理で、相談の結果近くの海響館にした。今更

説明するまでもなく、市営の水族館である。水族

館も然ることながら、新しい新名所となった唐戸

周辺で初夏の関門海峡を眺め乍ら散策したかった

からである。下関は大陸交通の玄関口であり、国

際航路として、韓国の釜山、中国の青島への直行

便がある。その下関港国際ターミナルのすぐ近く

に、海峡メッセ下関のシンボルタワーが、コンベ

ンション施設、商業ビルとともに大活躍している。

唐戸地区は往年の繁華街であり、源平壇之浦合戦、

連合艦隊の下関襲撃後の、幕末の志士竜馬、晋作、

博文らの足跡の史跡とともに、旧跡の数々があり、

経済、交通の要地でハイカラな唐戸周辺が、ど

のように変ったのか見たい願望があった。下関に

は要件で何度も行っているが、唐戸周辺の散策ま

では足を伸ばせないままになっていた。運良く 4

月 29 日は雨も上がり天気になったのでドライブ

がてらK家を訪問した。先に先祖の仏壇に合掌し、

孫達の活躍のビデオを見せてもらった。卒業式の

答辞、学芸会、水泳、マラソン等の場面には感心

した。午後になって、海響館で数々のショー等を

満喫した。周辺を見てみると、広大な海岸の埋立

地を造成し、対岸の門司港レトロ地区の近代化に

タイアップして関門連絡船の増便や関門海峡のス

ペースクルーズも就航し、新しい下関の面目躍如

の趣きがあった。寿司、料亭、レストラン、居酒屋、

ふく、海鮮、麺処、喫茶等 45店舗のあるカモン

ワーフをはじめ、恋人灯台、ラブストリート等若

人のデート場所に適した夢のスポットになり、「関

門海峡の潮騒と汽笛」は残したい日本の“音風景

百選”に選ばれた新名所となっていた。海響館と

カモンワーフの周辺をゆっくり孫達と一緒に語り

乍らの散策は楽しい。若葉にふりそそぐ初夏の光

りはまぶしく、若い時代を振り返ると、風薫る海

峡の海風が頬に心地よいものであった。

○　柿若葉

　その夜に、孫達が成績もよく、元気にすくすく

と成長しているのを感謝し乍ら一服した。子は親

の背を見て育つと云うが、私の少年時代は何を見

ていたのであろうかとふりかえってみた。もう半

世紀以上も前になるのでずいぶんと世相が変り、

今では想像もできないようなものであった。

　私の里の 2階の自室の窓を通して世間を見て

いた。窓のすぐ近くに大きな柿の木があり、その

向うに松の木のある庭、茶室、穀物倉庫、麹研究室、

醸造工場へと続いていた。若葉の芽から柿の実が

なる季節のうつりかわりを眺めていたが、時局は

風雲急を告げ戦争に突入して、直接間接の差はあ

るが被害があった。経済統制の時代で物資がない

ので日に日に困窮の度が増していった。職業柄、

米、小麦、大豆が大量に必要であるが、入荷は微々

たる物であった。その上困ったことに田畑を小作

人に頼んでいたが、若い小作人は次々と出征して

行き、農作業の代理人のやりくりに四苦八苦した。

その上蔵の若い蔵人まで戦地へ招集され、残って

いたのは老齢の杜氏と父だけになったので、外国

製のエンジン導入による工業化を充実した。それ

でも間に合わないので年少のわれわれが夜遅く迄

手伝っていたが、半人前にもならなかった。やが

柿実る
山口　国近　満男
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てその無理で倒れたが、懸命に頑張っていた日々

の姿が脳裡にやきついている。厳しい戦時中の冬

に亡くなったが、親戚、知人の公私の別なく病人

に栄養がとれるよう物資のない時代に贈りつづけ

たやさしかった面影を忘れることができない。こ

うして私の父母から社会学と運否天賦を、家内の

父母から人生哲学と医の道を、親の背を見て勇気

づけられたのは、庭の木々や草花で、力をいただ

いたのは多くの方々からの温かい情けと励ましが

あったからである。思い出を懐かしみ乍ら・・・・・・。

　しみじみと　父母のおもいで　里の柿
満　男　　

－ 35－
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　私は、平成 4年に自治医科大学（栃木県）を

卒業し、山口県内のへき地・地域医療に従事して

10年になりました。思い返せば早かったような、

長かったようなで、いろいろな経験をさせていた

だきました。

　ご存知の方もいらっしゃるでしょうが、自治医

科大学は、へき地の医師不足の解消に向けて、全

国の都道府県が協力して昭和 47年に設立した医

科大学です。私たち卒業生は、国試受験後出身県

にもどり、約 9年間、その県庁の指示によって

県内のへき地診療所や病院に派遣されます。その

「義務年限」をきちんと消化すれば、学生時代の

入学費・授業費などの返済（出身県が立て替えて

支払っている）をすべて免除してもらえるという

システムになっています。

　もちろん、交通や検査技術などが不十分な時代

において、しっかりと田舎に根を下ろされ、長年

にわたって、住民を守る地域医療を施してこられ

た先輩の先生方も多い。その歴史の延長上に私た

ち自治医大卒業生はいることを肝に銘じておかな

いといけないでしょう。

　話は変わりますが、先日、うっ血性の心不全が

悪化し、徳山医師会病院に入院された方（90 歳

近くの男性）がおられました。循環器専門医師の

アドバイスを受けましたが、根本的な治療方法は

ないとの事でした。ご本人は、鹿野町の山奥の、

清流と木々の緑に囲まれた生活をこよなく好いて

おられた方でした。病室の窓から、コンビナート

の煙を見て「こんなところにおったら、病気になっ

てしまう。帰りたい！」と強く言われ、家族とも

相談のうえ自宅に帰りました。「二度と入院はし

ない。たとえ死ぬとしても、鹿野の自宅で！」、

その方の強い、本気の言葉でした。家庭に帰り、

一時、投薬が奏効し元気になられましたが、すぐ

に体調不良となり、約 3週間の訪問看護と医療

での対応の末、先日家族に見守られながら自宅で

他界されました。まさに、私たちの目の前での、

永遠の眠りへの旅立ちでした。

その 3週間の間、この患者さんの苦痛を緩和

してさしあげるために私は、何ができたでしょ

うか？　介護用ベッドを入れ、HOT（在宅酸素）

を導入し、定期往診と訪問看護を入れ、投薬を工

夫し、、、。思いつく事はやっていきました。（持続

的に管をつなげる事は、本人も望んでおられない

ことが分かっていましたから行いませんでした。）

しかし在宅ケアといいつつ自分の発想は、「入院

なら、あの処置をしたいのに」といったような、「病

院治療の、単なる縮小版」となっていたようです。

痛みの緩和は投薬によりある程度コントロールで

きるように思っていましたが、呼吸苦、倦怠感、

そして生きる意欲の減退、見守る家族の苦悶など、

多くの「苦痛」に対して何が解決できたでしょう

か？　患者さんの喜べる在宅ケアをやっていきた

いと、あれほど常日頃思っていたのに、、、。

　さて、自治医大を作る準備をすすめている昔、

「実地を主とした、医専程度でもよいであろう。」

という意見が出たそうです。しかし初代学長の中

尾喜久先生は断固反対され、「へき地に住んでい

る人だから安直な医専のような学校出の人が診れ

ばよい、ということは絶対にない。創るからには

学問の基礎の上に立った、一流の医師を育てる大

学であるべきだ。」と強く主張されたのだという

話を、先日、先輩からうかがいました。

　私個人的に、このような大学に関わり、いわゆ

る地域医療に取り組めている事に、喜びを感じて

います。そして、多くの患者さんの生活を見なが

ら、家庭を見ながら、総合的な視点で取り組む（ま

だまだ、私は未熟ですが）考え方が好きです。

　とはいえ、自治医大卒業生の欠点は、若い年

田舎での、在宅ケアの経験
徳山　石丸　泰隆
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代で「お医者様」という待遇で（田舎に）迎えら

れること。やはり、現代においても、医療過疎の

地域で医療をしてくれる医師は大いに感謝されま

す。そこに「油断」「怠慢」「うぬぼれ」の危険性

が潜んでいます。また、論文作成や研究などを、

上司から厳しく鍛えられる時期（チャンス）が、

義務年限中には多くありません。たとえ田舎で

あっても実は、せっかく臨床研究のテーマの宝の

山に触れていて、その重大さに気づかぬままでい

るのかもしれません。また、自分達のやっている

地域医療を（他の医師にも評価されるように）客

観的に、十分に、表現できないでいるように思い

ます。これらの点は、今後、改善していく必要が

あると考えています。

　さて「高齢者医療と福祉」（岡本祐三著　岩波

新書）によりますと、日本人の年間の総死亡者数

は、現在の 100 万人弱から、西暦 2010 年には

132 万人に増加する見込みとのことです。すな

わち、（入院病床数が、限られている中では）お

のずと、施設内か、在宅での「ターミナル」を迎

える方が増加すると考えられます。家庭医であり

たい、総合医でありたい、在宅ケアに関わってい

きたい、、、、そんな漠然とした思いをもってやっ

ている私でしたが、先の男性の死は、強烈な経験

でした。「きれいな、いい最期だった」というよ

うな、簡単な一言では片付けられない 3週間で

した。

ただ、地域医療・在宅ケアを目指すのであれば、

医師として、人間として、自己研鑽していかなけ

ればならないということを強く、強く、感じまし

た。

　「私の趣味は顕微鏡で花粉をのぞくこ

と」と言い続けて 20 年が経ちました。

ことの始めは昭和 57 年 2 月に山口大

学医学部附属病院から柳井市の周東総

合病院に就職したことでした。就職直

後、当時は病院に行っても、午前中に

少数の外来患者さんが来院されるだけで、のんび

り暇をもてあましていました。しかし、ほどなく

鼻かぜ様症状の顔を赤く腫らした、充血した目に

涙をいっぱいためた患者さんが、大勢やってくる

ようになりました。いくら私のいいかげんな性格

でも、これらの患者さんが鼻アレルギーと呼ばれ

る疾患であることは、たやすく確診

することができました。しかし、そ

の治療にはてこずりました。張り切っ

て薬を処方しても、何やかやいろい

ろ試してもぜんぜん効果がないと患

者さんに文句を言われます。このた

めほとんどやけくそで治療をしていました。その

ころは今ほどスギ花粉症という病名がポピュラー

でなく、マスコミにも取り上げたりされていな

かったので、これら 2月から 4月の鼻かぜ様症

状がスギ花粉症の激しい症状と、だれもが気づい

ていた訳ではありませんでした。患者さん自身も

花粉計測の 20年
熊毛　西川　恵子

スギ花粉スギ花粉
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春先によく風邪をひくと言って、半ばあきらめて

季節の過ぎるのをじっと耐えて待っていたようで

した。ところが 5月にはいると何の予告もなし

に耳鼻科の外来から、こんな症状を持った患者さ

んの姿がほとんど消えてしまいました。就職当時

はスギ花粉症の患者さんが短期間にこんなにたく

さん集中して受診するとは思いもよりませんでし

たし、山口大学附属病院外来でも経験がありませ

んでした。山口大学附属病院のある宇部市と違っ

て、工場もなく空気のきれいな柳井市で、激しい

アレルギー症状を起こす原因物質の存在がスギ花

粉であるとは、とっさには考えつかなかったので

す。就職 2年目の昭和 58年 2月に昨年と同じ人

が同じ症状で受診されるようになると、これらの

患者さんのほとんどがスギ花粉症であると気が付

きました。おそらく柳井市は宇部市よりはるかに

大量のスギ花粉が飛んでいるのだろうと・・・。

そこで就職 3年目の昭和 59 年 2 月からスギ

花粉の空中花粉飛散計測を始めました。周東総合

病院検査科の神田技師長が興味を持ってくださっ

たので、いっしょに“あーでもないこーでもな

い”と 2人で悩んでいました。ちなみに参考書

は東邦大学薬学部教授の幾瀬マサ先生の「日本植

物の花粉」でした。その後も本を読むだけではな

かなか納得できないので、著者の先生の研究室を

人を介して紹介していただき、私は東京の学会の

ついでに千葉まで足をのばして研究室を訪ねまし

た。そこで目からうろこが落ちるように今まで分

からなかった花粉のことが見えてきました。当時

東邦大学薬学部講師で、現在は教授の佐橋紀男先

生に、花粉計測の機器の扱いや、花粉観察の方法

や花粉の鑑別方法を教えていただきました。する

と顕微鏡の世界が急に身近になりました。また日

本花粉学会にも入れていただき、医学以外の研究

者の方々ともお付き合いさせていただくようにな

りました。そこで幾瀬先生がボーナスをすべて新

しいカメラにつぎこんで花粉の顕微鏡写真を撮っ

て撮ってとりまくった話など、楽しい話も聞かせ

ていただきました。また私は出身が岡山市なので、

岡山でネズ花粉症が発見されたということは衝撃

的でした。実家の母たちに長年 5月過ぎても花

粉症に悩まされると相談されていて（いつも私は

答えられなかったのに・・・）、岡山の研究者の

たゆまぬ努力が、ヒノキの飛散が終了した後のヒ

ノキ科ネズ花粉の存在を見出されたものと敬服い

たしました。

あれから 20年だんだん私も老眼鏡が必要にな

り、顕微鏡をのぞくのも目が疲れて見づらく、細

かい字が読みづらく、鼓膜を診るのも拡大鏡が必

要になりました。平成 13 年 10 月開業して、あ

と何年花粉観察を継続できるかわかりませんが、

ここまでくると毎年のスギ花粉計測を止めるのも

勇気がいるので、ただ何となくむずかしいことは

考えないでだらだら続けているしだいです。
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　私の母校のシンボルマークは、丹頂鶴 ( タン

チョウ ) であります。私の診療所も少し夢をのせ

た不思議なタンチョウのシンボルマークを愛用し

ています。学生時代、中国の要人が岡山へ来られ、

一組のタンチョウを後楽園に贈られ

たのです。この時初めてタンチョウ

の美しい姿を目にしたのです。この

鳥が大空を飛ぶ姿を思い浮かべなが

ら自然の中のタンチョウを見たいと

思っておりました。最近、写真雑誌

に北海道のタンチョウのいろいろな

姿を見るようになり、一度冬の道東に行ってなん

とか撮ってみたいと準備をしておりました。鳴き

あう姿、飛び立つ姿、夕焼けの空を飛ぶタンチョ

ウの群れをイメージして冬の鶴居村に行ったので

す。最初の年、給餌場に集まっているタンチョウ

を撮りまくったのです。そこへエゾシカの群れが

現れたので、昼食も忘れてシャッターを切りつづ

けたのです。二度目の冬は阿寒に行き、やっと青

空を飛ぶタンチョウの美しい姿と、雄々しいオジ

ロワシが撮れ、大喜びだったのです。今タンチョ

ウとシマフクロウが待合室の主として見守ってく

れているのです。最初に訪れた釧路の冬はマイナ

ス 0℃～ 20℃で湿原を流れる川はシャーベット

様の氷の流れでした。川面からは盛んに水蒸気が

上がり、まるでお湯の川のような光景でした。水

蒸気が河畔の樹木にまとわりついて樹氷になって

います。川霧は太陽の光を受けて、その姿が鮮明

になり、河畔林は川の蛇行にそって続く霧氷林と

なり幻想的な光景を作っています。冬を

迎えた釧路湿原の一角にある鶴居村を流

れる雪裡川にかかる音羽橋の上は、暗闇

の中に立ち並ぶカメラマンの集団があり、

望遠レンズの列ができています。川霧が

立ち上り人々の衣服やカメラにも露氷が

とりつく寒さでした。朝日が川霧に差し

こんでくると逆光の中にシルエットのタ

ンチョウが浮かび上がってその美しい姿を見せて

くれます。雪と氷の湿原を追われ、この凍らない

川と水辺を求めて寝場所に集まって来るのです。

夜が明けて、濃い川霧はタンチョウの姿を幻想

の世界に包みこみ、朝日がさしこん

でくるころにはタンチョウの姿が浮

かび上がり、川岸の霧氷林がきらき

らひかります。陽が上り、ゆらめく

川霧の中をゆっくり動き始めるタン

チョウの姿をみることができるのは

世界中でここだけでしょう。二度目

の冬は雪原につむじ風の舞う餌場に集まっている

タンチョウと、餌のウグイをねらうオジロワシと

キタキツネの群れる阿寒です。青天を舞うオジロ

ワシとタンチョウの群れに雪中でレンズをふりま

わしたのです。三度目の訪問は 5月で厳しい冬

の世界はなく湿原は芽吹き始め、コッタロ湿原に

は卵を抱くタンチョウを見ることが出来ました。

湿原を流れる釧路川岸辺の柳も芽吹き、幻の魚、

イトウをねらう釣り人が多勢でした。上空にはノ

ゴマやアオジがさえずり、河畔には時々エゾシカ

の群れが顔を見せる、すばらしい湿原風景でした。

　湿原の展望台のひとつである細野では、シマリ

スにもあえました。夜のシマフクロウをねらって

中標別へ向い、川岸でエゾリス、クロテン、アカ

ゲラに出合い夢中になりいつの間にか暗くなって

いた程でした。深夜になって待ちにまったシマフ

クロウが現れ、やっとシャッターがきれました。

かつてアイヌの人々がこの鳥をコタンカムイ ( 村

を守る神 ) と呼び、最上級の神として崇め

たのも闇の支配者の様な姿と、鳴き声に

あると思えたのです。絶滅に近かったタン

チョウを守り、40 羽に減ったシマフクロ

ウを守り続ける北海道の人々に感謝しなけ

ればなりません。美しい自然は北の人の力

そのものであると思うのであります。

北の大地に魅せられて
　光　高橋　建次
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　この頃は、世の中が日に日に便利になって、特

に通信手段の発達では人と人が顔を合わさなくて

も用が足せるようになりました。

　だから、見知らぬ人との会話は確実に減りもす

るし話し方も下手になっているように思います。

　それを察してか、自治体も公園や通りを改修す

るたびにやたらと“ふれあい”の冠をつけていま

す。そんな姑息なことが効果のあるはずもないの

は、通りや公園を利用してみれば、すぐに分りま

す。だれも触れ合ってなんかいません。

　わが身を振り返って見れば、町に出ても口をき

かなくなりました。コンビニエンスストアでは「い

らっしゃいませ」「ありがとうございました」に

返事をしない自分に気づいて、人のことを言って

いる場合か、と反省しきりです。

　核家族の上に高齢化が進み、隣人との会話が減

れば孤独感はひとおしで、“ふれあい”に次いで“癒

し”が提唱されるようになったのは当然の帰結と

いってよいでしょう。

　“癒し”が必要なのは、平成の若い人達も同様

で、昼休み時間内でのマッサージ、最近はアジア

系マッサージで、足だけというのも登場していま

す。アロマテラピーと言えば、もっともらしく聞

こえますが、“香りをきく”のは日本の伝統文化

でもあります。

　温泉、ワイン、音楽の 3点セットを売り込む

のは、石川県加賀市の老舗旅館でキャッチコピー

は“五感を満す最強の癒し”(週刊朝日7月5日号)

とか…。こんなイベントが成り立つところを見る

と、平成不況のこの頃は“癒し”を必要としてい

る人が多いということでしょう。

◇　　◇　　◇

“癒し”のもっとも一般的で今も昔も変らぬも

のは犬や猫に代表されるペットでしょう。気のき

いたケアハウスあたりでは、ペットの癒し効果に

注目して、ボランティア犬と孤独な高齢者との間

にスキンシップを勧めています。癒し効果で血圧

が下がるそうです。

　しかし、犬を飼っている経験からすると、自分

で世話する犬、猫とのスキンシップならより一層

の効果が期待できると思います。

　「口の付いたものは真っ平ごめん」と言う人も

いるぐらいですから、癒し効果が期待できるとし

ても生きものの世話は大変です。それだけに、飼

えば可愛さがつのるということでしょうか。

「あれだけ不細工な犬を、よう飼っとるわ！」

と、口には出しませんが、人様にはただの雑犬で

も飼い主にしてみれば、可愛いペットなのです。

　町内には、あそこに 1匹、ここにも 1匹と指

折り数えて 5本の指では間に合わぬほどの飼い

犬がいて、それぞれに幸せに暮らしています。癒

し効果や子供たちの情操教育に役立っているに違

いありません。

　わが家では、とうとう雌の老犬が 1匹だけと

なりました。もう 16歳にもなります。視力はと

もかく聴力の著しい低下で、自動車が傍を通るの

さえ気付きません。危ないのでその都度、教えて

やる始末です。歯は抜け落ちてはいませんが、根

もとからユルユルになっているのが何本もありま

す。だから、堅い食物は与えないように気をつかっ

ています。

　今どきは、冬毛から夏毛への脱毛時期なのでボ

ロ雑巾のようになっています。とてもペットの“癒

し”効果どころか飼い主の方が、老犬への癒しと

介護に気を使っています。

　純粋の雑犬を何匹も飼いつづけた犬の庶民派か

ら見ると、西洋犬のラブラドールやゴールデン・

リトリバーは押し出しが立派、ゆったりと歩く様

他
よ そ

人の女
ひと

徳山　望月　一徳
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は王者の風格を感じます。かねてよりこんな血統

書付きの犬なら、さぞかし癒し効果があるに違い

ないと感じておりました。

　ところで町内にもそのゴールデン・リトリバー

がおりました。雌犬でルビーといいます。お察し

の通り、「他人の女」とは、この犬のことなのです。

　事情があって、その家の 2 階建ての 1 軒丸ご

とを犬小屋にして生活しています。だから住につ

いては、そこらあたりのやもめより恵まれていま

す。

　食事や散歩の世話は、これも事情があってのこ

とですが母親と娘が交代で夕方にやってきて、務

めてはいるが夜間は独り暮らしだ、と隣家の人か

ら聞きました ( 大型犬なのに 1 日 1 回の散歩は

少ないョ！　と余計な口出しです ) 。

　肝腎の飼い主の兄いは渡英中で、現地の旅行会

社に勤めており、当分帰ってくる気配もありませ

ん。今年 1 月、2 週間程の帰国中にルビーと散歩

中の彼に森の中で会いました。

「イギリスへ連れて行ってやったら ?!」

「動物の移住は、検疫期間が長くてかわいそう

だから…」と兄い ( 日本に残して独り暮らしさせ

るほうが可哀相と思うけど…) 。

　2 週間の休暇を終えて、兄いは英国へ帰りまし

た。

「可哀相なルビー！」と隣家の家族と私たち夫

婦が会えば、立話です。幸いなことに、先方の母

親と家内がかつての PTA で顔見知りです。早速、

「ルビーの散歩権」の交渉です。かねてより隣家

が不憫がって、散歩を申し込んでも「ダニがつく

から・・・」と、兄いに断られていたようです。

　「ダニが怖くて犬がやっとられるか！」と、代

弁してやりたいところですが、なにしろ「他人

の女」です。家内が、我が家の犬の散歩のついで

があるからと申しでて、母親の了解を得たのは 1

月末のことでした。

　初めての散歩は、忘れもしない2月2日でした。

ドッグフードを喰べるだけ喰べて運動不足ですか

ら、腰のあたりは驚くほどのぜい肉です。

　それはともかく散歩と分った時の喜びようは尋

常ではありません。その喜ぶ様を見るだけでも当

方への“癒し”の効果は十分です。

　散歩が済んでも帰りたくないと駄々をこねて五

体を投げ出すのには閉口しました。めったとない

散歩ですから彼女の気持ちも分らぬではありませ

んが、家内が首輪を引っ張る、私が尻を押す。な

にしろ巨体ですから、庭へ押し込むたびにひと汗

かかされました。

　やがて定期的に散歩してくれる、と心が通じ合

うようになってからは素直になりました。

　犬と人間の心の交流で至福の時間を共有してお

りましたが、それから 2 ヵ月後にやはりと言う

べきか「他人の女」に異変が起こりました。

　この話の続きは、またの機会に。

　トッピンカラリンネケド！

－ 41 －
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　文政 11年（1828 年）7月 20日、前人未到の

槍ケ岳山頂に到達した播隆上人は、そこで五色に

彩られた輪の中に阿弥陀如来の姿を見た。そして

後に続く人の安全のために浄財を集めて、山頂か

ら命の綱をかけたという。

時は下って平成 11年に決して信心深くない 2

人連れが富山から槍ヶ岳に登り長野県上高地にお

りました。

8月 10 日夜小郡発、新大阪で乗り換えて急行

きたぐにで車中泊ですが、乗客のほとんどが登山

者です。うとうとしながらも診療している夢をみ

ていました。

8月 11 日 5時富山駅に着き、富山地鉄の電車

とバスを乗り継ぎ登山口の折立に 8時すぎに着

きました。登山届けを出し意気揚々と登りはじめ

ます。重いザックを背負い旅するのは大学時代の

北海道旅行以来です。樹林帯を、そしてハイマツ

帯の中を有峰湖を背に登ります。11 時半に太郎

平小屋に着き昼食です。登山路の交差点でここま

ではかなり人がいます。薬師沢まで下りです。黒

部川上流の吊橋をおそるおそる渡り下った分だけ

急坂の登り返しで、雨の中睡眠不足と体力不足で

息切れがします。休み休み登りやっと雲ノ平小屋

が見えました。外でテントを張り、夕食すませ就

眠しますが夏とはいえ高地で、シュラーフカバー

のみでは寒く熟睡できません。

　8月 12 日雨。5 時 40 分テント撤収し、高天

ケ原まで往復です。8時に河原に湯煙とサルらし

き群が見えます。高天ヶ原温泉で、サルに見えた

のは入浴中の都立大ワンゲル部員でした。硫黄温

泉で疲れた体がほぐれます。11 時に雲ノ平に戻

り昼食後出発です。途中ビール箱を背負った若い

強
ごうりき

力の男女に出合い、「お疲れ様。」と声をかけ

ると、「ヘリでは運び足りないのを人力で運んで

います。一滴も残さないでね。」との言葉が返っ

てきました。黒部川源流を越えるころ雨足が強く

なります。14 時に三俣山荘そばを通過し、三俣

蓮華岳を巻いて 16 時 40 分に双六山荘に着きま

した。濡れているのでテントでなく小屋泊まりで

す。乾燥室で服ごと体を乾かし、おでんとビール

（350ml 缶が 500 円）で一息つきながら、明日

も雨かと心配です。同室の東北から来た人は、「明

日は帰るんだ、槍行けなかったけどもう来ること

ねえんだ。」と寂しそうです。

　8月 13 日朝起きたら晴れています。5時半に

出発し樅沢岳を踏み、鷲羽岳や稜線の遙か向こう

に聳える槍を眺め、西鎌尾根と呼ばれる登山路を

歩きます。稚児車（ちんぐるま）、岩桔梗、高
たかね
嶺

ツメクサなどの高山植物が目を楽しませてくれま

す。8時 30 分に千丈沢乗越です。槍の肩をほぼ

真上に見上げます。急登を喘ぎながらとぼとぼ登

り、9時 30 分に槍の肩にある槍ケ岳山荘に着き

一息入れます。槍の穂を登る人間が小さく見えま

す。行動食を摂りザックを山荘にデポしカメラと

水を持ちいよいよ槍ヶ岳にアタックです。鎖場、

杭、梯子が次々あり慎重に上がります。足を滑

らしたらずーと下まで転がり落ちそうです。最後

の垂直のはしご 2つを登って槍ケ岳山頂に 10時

に立ちました。ガスで遠望はききません。山頂は

広さ約 20人分でしょうか、俗人には阿弥陀如来

は見えませんが、祠の前で記念撮影して、しばし

満足感にひたり、山荘まで下ります。山荘で昼食

中に知人に出会いました。市内で会うことはない

のに 3,000 ｍの山の上で出会うとは愉快でした。

ここに慈恵医大山岳診療所が併設され、けが人や

急病人を保険外で診療します。11時半下山です。

14 時槍沢に着くころにまた雨が降り始め頭上で

は雷鳴も轟いてましたが、翌朝に山向こうの丹沢

の玄倉川のキャンパーを押し流すことになる低気

圧だったとは思いもしませんでした。徳沢からは

あこがれの槍ケ岳（3,180ｍ）へ
山口　松尾　清巧
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破れたまめが痛むのをこらえてどしゃ降りの中を

ひたすら歩きます。明神の右手には穂高が壁のよ

うにそびえています。いつか穂高にも登りたい。

18 時半上高地バスターミナルに着き最終便に間

に合いました。1時間後新島々駅前の妙鉱温泉に

はいりやっと下界に戻ったようです。

　今回は 3日間のうち 2日半は雨でしたが槍ヶ

岳に登る時間だけ晴れて幸いでした。遠くに見え

る山でも一歩ずつ足を前に出していけば近づくも

のだと実感しました。

（参考）

1）http://www.mcci.or.jp/www/yarigatake

　　( 槍ケ岳山荘ホームページ）

2）http://www.avis.ne.jp/-police/sangaku

　　（長野県警山岳情報）

3）「槍ケ岳に登った記」芥川龍之介全集、文人

　も旧制中学時代に登った

4）「槍ケ岳開山」新田次郎、　笠ケ岳・槍ケ岳を

　登った播隆上人の物語

私の空飛ぶ人生
　徳山　神田　博

物心ついたころより私の夢はパイロットにな

ることでした。幼い時は風呂敷をマントに両手に

傘を持ち、高い所からおもいきりジャンプをして、

何度も空を飛ぼうとしたものです。竹とんぼから

ラジコン飛行機、パラグライダー、グライダーと、

空飛ぶものにはほとんど

挑戦しました。

大学進学の際ももちろ

んパイロットになること

を考えていましたが、当

時、自衛隊、航空大学校

等に行くには裸眼視力が

低く、医師の道を選びま

した。現在の基準は矯正

視力のみとなっています。

北海道立北見病院に勤

務の時、近くの女満別空

港で飛行機の免許が取れ

ることを知り、日曜日の午後 2時間の訓練を開

始、流氷の上、知床半島上空も飛びました。その

ころはまだソ連との関係が緊張状態であり、北方

領土に少しでも近づくとミサイル攻撃されるので

は・・・と心配しながらの訓練でした。毎週休日

の訓練だけでは物足

りず、ハワイでの集

中訓練を重ね、31歳

で念願の飛行機（単

発機）の免許を手に

しました。

その後、第 31 次

南極観測越冬隊に参

加、病人もいない昭

和基地では主に航空

隊を手伝い、専門パ

イロットとともに飛

んだ白い大陸上空か

双発機　ビーチクラフト式 58 型（バロン）双発機　ビーチクラフト式 58 型（バロン）

北九州空港にて北九州空港にて
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らの景色は今も忘れることはできません。皇帝ペ

ンギン、アザラシ、鯨の大群、私にとって南極に

は多くの活動の場がありました。

飛行機の資格には、単発機と多発機、さらに

は計器飛行などの資格があります。飛行時間を重

ねてくると、さらに上級のライセンスを手にした

いものです。左右のエンジンの一方を止めて飛ぶ

練習を 3年間続け、39 歳で多発機の資格を取得

しました。

小型飛行機が危

険と思われている方

が多いかもしれませ

んが、飛行機の性能

と気象を理解し、十

分な経験を有したパ

イロットが飛ぶ限り

ジャンボ機よりも安

全です。最近の新聞

紙上で小型機の事故

を良く見ますが、そ

のほとんどがパイ

ロットの経験不足に

よるものです。

私の飛行で今まで一番緊張したのは、家族全

員で 5月の連休に北海道へ行った時です。

快晴の中、朝 8 時北九州空港を離陸、新潟

空港で給油と食事をして午後 3時目的地女満別

の上空 3,000 ｍ。空港の天気はみぞれ、女満別

空港と無線連絡すると、本日朝から着陸機は一

便もないとの連絡があり、雲の中を降下、対地

100mの高度でも視界はゼロ、最低降下高度の対

地60mで滑走路のライトを確認して降下を続け、

ギリギリで着陸しました。それを知ってか知らず

か家族全員寝ていました。しかし、今思えば真っ

白な世界からいきなり滑走路に着陸では子供達 3

人大騒ぎされるところでしたから、静かな緊張の

中で着陸態勢に入ることができて幸いでした。す

ぐ後に全日空の飛行機が着陸を 2回試みました

が、千歳空港へ向かいました。結局その日、着陸

機は私たちだけでした。これは、大型機より小型

機の着陸距離が短いこと、最低降下高度が低いた

めなのです。

　さて、徳山医師会の先生方で、私のフライトに

同乗された勇気ある先生は 3名いらっしゃいま

す。宮崎空港へ青島見学に姫野先生、一泊で福井

空港へ行き、ゴルフを教えていただいた武居先生

と浅見先生です。天気も快晴、帰りのフライトの

ことは頭になかったのか、それとも私の操縦を信

頼されてか、お二人のスコアーは立派でした。

　今の私の夢は、自分の操縦で 1年かけてゆっ

くりと世界一周をする

ことです。そのために

は計器飛行の資格が必

要です。現在私は、こ

の免許取得に向けて

ほとんどの日曜日をフ

ライトに費やしていま

す。そして毎晩、自宅

のフライトシュミレー

ターで訓練です。今年

の 9月実地試験の予定

ですが、プロパイロッ

トと同程度の資格への

挑戦は非常に大変です

が、ワクワクしていま

す。実際には、この資格は、日本航空や全日空な

どのパイロット以外ほとんど必要としないもので

す。

　もし自分の手で操縦桿を持って飛行してみたい

と思われる方、今からでも遅くありません。日本

の自家用パイロットの多くの方は 50 代～ 60 代

で始められています。

　瀬戸内海と日本海が同じ視界に入る 3,000 ｍ

上空でのんびり操縦桿を握っていると、地上での

嫌なこと、診療のことを忘れ（高度 1,500 ｍ以

上ですと携帯電話はつながりません。）、すべての

ストレスも飛んで行きます。

単発機　セスナ式 172P 型（スカイホーク）単発機　セスナ式 172P 型（スカイホーク）

上空にて上空にて
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　音楽、それも特に好きなジャズを聴いたり演奏

したりしている時は、私の最高の favorite　time 。

年甲斐もなくこの物好きおじさん、市内のジャズ

喫茶ボブで若い人に混じってライブ演奏を始めて

4年になります。メンバーはリーダーで、現在福

岡市のジャズシーンで人気があり飛躍の時を狙っ

ている新進気鋭のテナー奏者清水ケン G、ベー

スは大学時代はべーシスト池田芳夫に師事した本

格派 I 氏 ( 計量器メーカーの御曹司 ) 、ドラムは

興産で応用化学の研究をしている K氏、それと

ピアノが私でカルテット。毎月第 4金曜日にな

ると 1時間位前には集まり何を演奏するか話し

合うが、『雨か降っているから雨の曲をやろう』

とか、かなりいいかげんに決まっていく。リハー

サルはあっても 10分か 20分、ないことも多い。

どう曲が仕上がるかだれにも分からないところが

ある意味でジャズのスリリングな魅力だ。客は多

くても 10人前後少ない時は 2～ 3人のこともあ

るが、マスターの理解もあり皆気にしない。音楽

の好きな人は多いが、クラシックと比べてもジャ

ズはやはりマイナー。『わからない』『うるさい』

というイメージを持っておられる方が多いのは寂

しい。

　音楽ではメロディーそれにハーモニーさらにリ

ズム等が大切だが、クラシックでは強弱から指使

いに至るまで、すべては楽譜で指示されている。

いくらこのほうがよいと思っても楽譜からはずれ

ることは許されないし、そんなことをしなくても

楽譜どおりに演奏すれば名曲に仕上がるように作

曲者が作っている。だから演奏者は何十回、何百

回とほとんど空で弾けるようになるまで練習する。

　一方ジャズでは即興演奏が命であり、短いユ

ニットは練習しても合わせて何度も練習すること

はない。もし何度も練習すればどう展開するかの

面白みがなくなってしまう。最小限のルールさえ

守ればすべては演奏者まかせなので、だれにも気

兼ねすることなく自由に演奏できる。スピリット

だしハートだからセンスさえ良ければ、どんな曲

でも名演に変身しメンバーからも賞賛のまなざし

をうける。ただうまくいかなければ、ただ『わか

らない』『うるさい』だけとなる恐れも十分あるが、

瞬間瞬間に思いついたフレーズを弾き込んでいく

この緊張感はたまらない。よく『ジャズでは名演

ありて、名曲なし』といわれますがこういう事な

のでしょう。

　開業して 15年ワンパターンの連続で、本当に

頭を使うことが少なくなった。診療中でさえ口や

手が勝手にしゃべったり書いたりして、頭はほと

んど使っていない (患者さんには言えませんが )。

でもライブ演奏中は頭の中の 5線紙に音符が飛

び跳ねているのが分かり『使ってるー』という実

感がわきます。ぼけの予防にでもなればもっとよ

いのですが。

　月 1回くらい遊んでもよかろうと始めたライ

ブ演奏ですが、紹介されたりしたりで、いつのま

にかあちらこちらに出没するはめとなり、月に

よっては毎週末ということもあります。結婚する

前は、私の演奏会のポスターを自分の部屋にまで

はってくれた家内だが、いまはどことなく『いい

年をして、、』と言いたげな目をしているが、気に

しないようにしている。

My　favorite　time
宇部　吉本　賢良
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私は昨年 9月より宇部でささい放射線科を新

規開業している佐々井一彦です。昭和 44年卒業

以来、大部分山口大学で道楽をし続け国家予算を

食いつぶしてきました。「そろそろ自分で働け」

と 20数年小児科を開業している女房にけしかけ

られ、やっと正業に就きました。後から後悔して

はいけないと思い CT 室を 1m, 透視室を 1m, 内

視鏡室を 1mと設計図に 1mずつ加え、ついには

自分らの住むところが著しく狭くなってしまいま

した。

始めこそ知り合いがご祝儀患者で来てくれてい

たが、猶予期間が過ぎ支払いが始まると、予想し

ていたとは言え、患者の数は伸びず、金はどんど

ん出て行く。優良企業の小児科が赤字補填でねち

ねち文句を言う。「男が仕事をするのに 2,3 億の

金でがたがた言うな」と一喝するも、さすがに、

借りた運転資金もなくなってくるとトーンが下

がってくる。「放射線科だろう、最初からうまく

いくわけがなかろう、そのうちに楽をさせてやる

から、大船に乗ったつもりで待っとけ」「いつまで」

「そのうちよ」。

ゴールデンウイークの始まりの 4月 27日の土

曜日、昼までで仕事が終わると小児科が気晴ら

しにどこかへ行こうと言い出した。抵抗して横に

なっているそばで、ごそごそ出かける用意をして

いる。「出るよ」、「どこへ」、「鹿児島方面」。しば

らく抵抗していたが、とうとう引っ張り出された。

高速の黒崎で鹿児島方面の地図を買った。どうせ

行くのなら、海岸べりを行こうと、八代で高速を

降りた。次第に日が暮れそうになってきて、走り

ながら泊まるところを探し始めた。小さな温泉が

結構あったが、パンフレットを見るとそこらあた

りでは湯の児温泉が一番大きそうだったので、そ

こに決めた。まず高台で眺めの良さそうなホテ

ルを訪ねたが、満員だった。次に良さそうな海辺

のホテルを訪ねると、空いておりすんなり泊まれ

た。もとは徳富蘇峰が定宿にしていた由緒ある旅

館だったらしく、その部屋も残っていた。静かな

水俣湾を望み、温泉も良かった。翌日は黒潮渦巻

く、黒の瀬戸に寄ったり、延々と続く吹上浜に寄っ

たりしながら、薩摩半島の八代海側の先端の笠沙

町に着いた。その近くの岬には九電の風力発電の

大きな風車が 10数基ゆっくり回っていた。舗装

はしてあるが工事のために作ったと思われる車 1

台がやっと通れるほどの登山道があり、登ること

にした。周りは絶壁で、前はよく見えないし、恐

ろしくて途中で引返そうかと思い少し広いところ

で止まっていると、上から地元のおばあさんが軽

トラで降りてきた。これには負けておれないと、

とうとう頂上まで上がった。下では想像もできな

いほどの景色で、まさに黒潮という青黒い海が絶

壁の下から広がっていた。この町には資料館があ

り中に入ると、天照大神の孫にあたるニニギの尊

が笠沙の岬に上陸し、この近くの阿多という場所

から、アタツ姫を娶ったという伝説が書いてあっ

た。朝出る時は霧島温泉に泊まろうかと思ってい

たが結局は指宿で日が暮れた。宿は第一候補がす

んなり取れた。翌日長い山道を登っていくと、昼

前に湯煙が立ち上がっている霧島温泉郷に着い

た。霧島には天孫降臨のくしふる岳、高千穂の峰

もあり、扉に菊のご紋が付いた、大きな霧島神社

もあった。後から考えればあたりまえかもしれな

いが、驚いた事に、ここにもニニギの尊が祀って

あった。霧島温泉の露天風呂に浸かりながら、な

ぜ熊襲征伐を行うほど敵対視している熊襲の真っ

只中に天孫降臨を持ってきたのだろうか、ニニギ

の尊の子供で、兄の海幸彦、弟の山幸彦の話も、

負けた海幸彦がいぬ人 ( 隼人 ) となって仕えると

いうことから鹿児島県の話であり、イザナギの尊

が黄泉の国から逃げ帰り、日向の橘のあおぎがは

閑中日本書紀考
宇部　佐々井　一彦
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らで禊をした話も、神武初代天皇が日向から大和

へ東征した話も宮崎県の話である。これらの話と

熊襲とは関係あるのだろうか、さらには宮崎県に

は西都原を中心とし 1,200 以上の古墳群があり、

すごい一大古代国家があったが、これらと卑弥呼

との関係、大和朝廷との関係はどうなのだろうか

等々、次々疑問がわいてきた。

診療の合間にと言っても、合間の方が長いので

すが、日本書紀のお勉強を始めることにしました。

日本書紀は漢文で書かれた歴史書で 720 年に完

成している。内容の多くは 712 年にできた古事

記と良く似ているが、中国、韓国の歴史書を引用

している点が異なる。　

アマテラスオオミ神とスサノオの尊との間にオ

シオミミの尊が生まれ、その子供のニニギの尊が

熊襲の高千穂の峰に降臨した。笠沙の岬に着いて、

アタツ姫を娶とり、海幸彦、山幸彦が生まれた。

弟のヒコホホデミノ尊の山幸彦が勝ち、後を継い

だ。その子供がウガヤフキアエズの尊で、さらに

その子供が初代神武天皇カムヤマトイワレヒコの

尊である。

神武天皇は東の方によい土地があり、既にニギ

ハヤヒの尊が行っているのでそこを目指しなさい

と言われ、大和に向かった。船で豊予海峡を通り、

宇佐、岡の港、安芸、吉備に寄りながら大和に攻

め上ったが、難波でナガスネヒコに抵抗され、兄

のイツセの尊は戦死し、失敗に終わった。そこで

紀伊から再度上陸しヤタガラスに案内されながら

大和に攻め入った。途中でエウカシ、オトウカシ

の兄弟、エシキ、オトシキの兄弟を破り、ついに

はナガスネヒコを破り大和に入った。ナガスネヒ

コの妹と結婚していたニギハヤヒの尊は物部の祖

で、その子孫は天皇家に仕える事になった。天皇

は橿原で即位され 127 歳で亡くなった。

次の 2代から 9代までの天皇は欠史 8代と言

われ、略歴が書いてあるだけで、その存在が疑わ

れている。

10 代すじん天皇の世はたびたび災難が続いた

が、大物主神を三輪山に祀ると災難は収まり、平

穏が続いた。この天皇はのちにはつくにしらす

すめらみことの称号をもらっている。天皇の叔

母にあたるヤマトトトソモモソ姫が大物主神と

結婚し、大物主が蛇である事を発見して、陰部を

箸でついて死んだ。それでその墓は箸墓と言われ

200m以上の初期の古墳である。これを卑弥呼の

墓と言う人がいる。

15代景行（けいこう）天皇は熊襲征伐のため、

まきむくを出発し山口県の佐波に着いた。そこか

ら宇佐の賊を討ち、福岡県京都郡に仮宮を建てた。

大分で土蜘蛛という賊を討ち日向の国に熊襲征伐

の前線基地としての仮宮を建てた。数年もかけて

熊襲を討ち亡ぼし、熊本、阿蘇、八女等を巡回し

た後、日向から大和に帰った。

その子供が日本武尊で熊襲がまた背いたので熊

襲征伐に出かけた。首領の川上タケルを殺す際

にタケルという称号をもらった。ついで蝦夷が背

いたので征夷将軍として東方に向かった。静岡県

の焼津で火攻めに遭ったが、草薙の剣で草をなぎ

払い助かった。蝦夷を退治した後の帰りに鈴鹿の

のぼので病死し、白鳥になって大和の方へ飛んで

いった。

16 代のせいむ天皇は 107 歳で亡くなったが、

子供がおらず、日本武尊の子供を 17代仲哀（ちゅ

うあい）天皇とした。その皇后が三韓征伐で有名

な神攻皇后である。仲哀天皇は熊襲征伐のため

穴門（山口県）の豊浦（とよら）の宮に集結した。

香椎の宮に移った時、夢の中で新羅を討てのお告

げがあったが、熊襲を討ちに行き、負けて急死し

た。在位 9年であった。

その年神攻皇后は身ごもっていたが、男装し新

羅を討ちに武内のすくねとともに海を渡り、新羅

王を降伏させた。その時百済、高麗もかなわない

と思い頭を下げたので、金、銀、財宝を得て帰国

した。皇后は帰国して直ぐに、福岡県宇美で後の

応神天皇を産んだ。この 2人は宇佐八幡宮の祭

神である。豊浦宮に帰った皇后はこの遠征に従っ

た住吉の 3神を穴門の山田村に祭った。これが

長門一宮である。

神攻皇后は皇子の兄であるかごさかの王（みこ）

とおしくまの王が大和で反乱を起こしたので、皇

子を抱いて、難波に向かったが船がぐるぐる回り

進まなかった。それで紀伊の国から上陸し、宇治

や大和ではげしい戦闘を行った末破った。神武東

征とそっくりな話である。

書記の編者は中国の史書を引用し、神攻皇后

66 年に皇后が中国に使者を送っていると記して
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いる。その年が泰初 2年（239 年）で神攻皇后

を卑弥呼と勘違いしている。神攻皇后 69 年に

100 歳で亡くなった。

18代応神天皇が即位して 3年目に百済のしん

し王が殺され、あか王が即位した。応神 11年美

人の黒髪姫を日向から召されたが、のちの仁徳天

皇が先に手をつけたので譲った。応神 16年あか

王が亡くなったので、人質にしていた子供のとき

王を百済の王にした。応神 25年とき王が亡くな

り、その子供のくにしんが百済の王になった。応

神 41年に 110 歳で応神天皇が亡くなった。

19 代仁徳天皇が即位したとき民の家から煙が

立っていなかった。民が富めれば、自分も富んだ

事になると言われて、3年間課税を免除した。仁

徳 17年新羅が朝貢しなかったので、詰問し貢物

を届けさせた。仁徳 53年新羅が朝貢しなかった

ので、新羅を攻めた。仁徳 55年蝦夷が背いたの

で討たせた。仁徳 87年に亡くなった。

20代りちゅう、21代はんぜい、22代いんぎょ

うと仁徳天皇の子供3人がつぎつぎと天皇になっ

た。在位は各々6年、5年、42年であった。いんぎょ

う天皇の子供が 23代の天皇になったが、在位 3

年でまよわの王に殺された。その弟のワカタケル

が 24代雄略天皇になった。

雄略天皇はまよわの王をそそのかしたと思われ

る関係者を次々に殺した。兄弟、いとこ、皇后の

実家である豪族の葛城まで亡ぼした。絶大な権力

をもって、地方豪族吉備や根の臣を亡ぼした。雄

略 5年百済と倭との同盟のしるしに、百済のこ

うろ王が弟のこにきしを人質として倭に送った。

こにきしは兄の妃と一緒に行きたいと願い出て、

かなえられた。しかし妃は妊娠しており、かか

らの島で出産したので母子共に送り返した。この

子供がのちの百済王になるぶねい王である。雄略

20 年百済は高麗の大軍に攻められ、王は死に百

済は滅亡寸前であったが、天皇の力で再興した。

在位 23年で雄略天皇は亡くなった。ワカタケル

の銘がはいった鉄剣が埼玉の稲荷山古墳、熊本の

船平山古墳から出土している。

子供のせいねい天皇が 25代天皇になったが生

まれつき白髪で体が弱く在位 5年で亡くなった。

ここで天皇家は絶えかけたが、雄略天皇に殺され

た兄の子供 2人が隠れ生き延びていた。

弟がまず 26代けんぞう天皇になり、ついで兄

が 27代にんけん天皇になった。在位は 3年と 8

年であった。じんけん天皇の子供が 28代武烈天

皇になった。天皇は享楽にふけったり、悪行が続

いたりで評判が悪かった。武烈 4年かからの島

で生まれた百済のぶねい王が即位した。武烈天皇

は在位 8年で亡くなったが、子供が無くとうと

う血統が絶えた。

29代継体天皇は応神天皇の 5世の孫を大伴金

村が探しだして天皇にしたものである。継体 6

年百済王が任那 4県を割愛してくれと言ってき

た。この 4県は百済に接しているので許した。

継体 17 年百済のぶねい王が亡くなった。継体

21 年任那の地を新羅に取られたので、けぬの臣

が 6万の兵で取り返しに行こうとしたとき、筑

紫国造いわいが新羅と組んで反乱を起こした。い

わいは福岡、大分、熊本、長崎の地をおさえ、け

ぬの臣の軍をさえぎった。継体 22年物部あらか

いを大将軍として派遣し、三井の地で戦い鎮圧し

た。いわいの墓は福岡県八女市にある 200m級

の岩戸山古墳で、後円部に四角い広場が付随して

あり、壊された石人がならんでいる。このような

特長から、日本で埋葬者が分かる古墳の 2つの

内の一つである。なおもう一つの古墳は文武、持

統天皇陵である。在位25年で継体天皇は亡くなっ

た。

以上が日本書紀上巻の荒筋である。書紀は天皇

の在位年数で年代を表わしており、さらに現在で

も生きるのが難しい 100 歳以上の天皇がごろご

ろおられることで、その年代がまったく西暦と対

比することができない。しかし後半はかなり在位

年数の少ない天皇が続いているので信憑性が高い

ようにも思える。ところどころ百済の王が出てき

ているが、いつごろから確かになるのだろうか。

中国の歴史書である三国志の中の魏史倭人伝

に 239 年卑弥呼が使いを魏の国に使わした事が

比較的詳しく述べてある。それから 400 年代に

倭の 5王が次々に宋に朝貢し安東将軍や大将軍

をもらっていることが中国の歴史書に載ってい

る。300 年代は中国にまったく手がかりが無く

空白の 4世紀と言われていたが、明治の初めに

中国と北朝鮮の国境近くで高句麗の好太王の碑が
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見つかった。大きな石の 4面に好太王の功績が

彫ってあるが、その中に倭が 391 年海を渡って

攻めてきて百済、任那、新羅を臣民にしたことや

高句麗が倭や百済を撃退したことが書いてある。

以上の 3点セットではなかなか謎は解けないが、

他の手がかりとして、朝鮮の歴史書で古代朝鮮 3

国の事柄を記した三国史記がある。これは 1145

年にまとめられたものであるが、意外に内容はか

なり精確で好太王の碑文と比べても 1年ぐらい

の誤差しかない。三国史記の概略は以下のようで

ある。310 年ごろは高句麗が一番強く楽浪、帯

方郡を手に入れた為、新羅、百済と接するように

なり紛争が続発するようになった。中国の燕や隋

なども高句麗を亡ぼそうとしたが、戦力を消耗し

内部より滅びている。倭はほとんど百済と戦争し

た事は無く、友好を維持し、時には援助している。

任那又はカヤは天皇家の出身地のようで、自分の

国のように扱っている。一方新羅とは常に戦争し

ている状態であった。新羅が一番弱かったが最後

には唐と組み、他の国を亡ぼして朝鮮を統一した。

日本書紀にはところどころ百済や新羅の話が書

いてあるので、三国史記と対比してみればある程

度の年代が予測できるはずである。しかし 100

歳以上の天皇がいると言うことは有り得ない事

で、天皇の年代は無視せざるを得ない。だいたい

その天皇の御世に起きた事柄ぐらいに考えた方が

よいと思われる。

まずいつ頃から書紀は精確になるか調べてみ

た。いわいの反乱が干支から 527 年と言われて

おり、継体 21 年に当たる。継体 17 年にぶねい

王が死んでおり三国史記の 523 年に一致する。

継体 6年任那 4県の割愛も 512 年で一致する。

それからすると継体元年は 506 年になる。

倭の 5王とは 421 と 425 年に賛、438 年に珍、

443 と 451 年に済、462 年興、478 年武ら倭の

5王が宋を訪ねていることをさしている。倭の 5

王については多くの歴史家が述べており、賛、珍

は親子、済、興、武は親子、弟の関係が有り、賛

は応神か仁徳、珍はりちゅうか、はんぜいと言わ

れている。済、興、武は多くの人が一致していん

ぎょう、あんこう、雄略と言っている。継体元年

から雄略の死まで逆算すると間に 4人の天皇が

おり、在位期間の合計は 24年である。継体元年

は 506 年なので雄略の死んだ年は 482 年あたり

になり、478 年の武は雄略に合致する。しかし

死ぬ 4年前である。

書紀に書いてある天皇の在位期間は応神41年、

仁徳 87年、りちゅう 6年、はんぜい 5年、いん

ぎょう 42年、あんこう 3年、雄略 23年である。

済は 8 年後に 2 度目の朝貢をしているので、

雄略以前に 8年以上在位した天皇はいんぎょう

天皇しかいない。となると興は 3年しか在位し

ていないあんこう天皇になる。前王が死んだ年と

即位の年は重なっている可能性があるので、それ

ほど自由度はないはずである。仮に 462 年が興

の即位 2年目とすると雄略元年は 463 年となり、

雄略は 482 年頃死んでいるので、在位は 20 年

間となる。457 年に百済のこうろ王が高句麗の

大軍に攻撃されて戦死し、百済滅亡寸前になった

が、これは雄略 13年にあたる。この年はこうろ

王の在位 21年目であった。ちなみに百済王の在

位期間はぶねい王 23年間、とき王 22年間であっ

た。

日本の天皇の在位も長くて約 22,　23 年ぐら

いが適当であろう。いんぎょうの 42 年を在位

22 年にすると 437 年に仁徳が死亡した事にな

る。長い在位期間の天皇でも 22,23 年にすると

三国史記と合ってくる。368 年が神攻皇后元年、

391 年が応神元年、414 年が仁徳天皇元年にほ

ぼ相当する。367 年百済からはじめて使者が来

る、369 年百済とともに新羅を討つ等、神攻皇

后の御世のできごとが三国史記の内容とよく一

致する。応神らが 391 年新羅に攻め入っている

ことになる。熊襲征伐をしていたけいこう天皇は

330 年頃活躍していたものとおもわれる。けい

こうや、ちゅうあい天皇、神攻皇后は九州山口で

の活躍がほとんどで、彼らは九州山口一帯の王で

あった可能性があり、単独で新羅などに攻め入っ

たものと思われる。一方大和では 300 年代前半

に箸墓等の古墳を造るすじん天皇（ハツクニシメ

ススメラミコト）系の一族が既におり、神攻皇后

の時代に、神武東征あるいは神攻東征の物語のご

とく九州、山口から攻めていったものと推測され

る。攻めて行った一族あるいは天降ったニニギの

尊たちは北部九州の豪族と思われるが、元々はカ

ヤ出身かもしれない。

－ 49－



平成 14年 8月 11日 第 1652 号山口県医師会報

704

第 5話　行きつけスナックの利用法

■Oママの店で
がらっと引き戸を開けると C会長さんと目が

合い、

会長　「や！今晩は、センセもよー呑み廻っとる
ネ。たまにはお医者の勉強やらしよるん

かいな」どかっと腰を据えて呑んでおら

れる。

　勉強しとるんかと？　こちとら楽しく呑もう

と来たのに大きなお世話じゃと言いたいところだ

が、チクリと刺されてしもた。

－　「今晩は　会長さん　ピリッと芥子の効い

たご挨拶ありがとうございます。それに

してもまだいらっしゃるんですか、もう

お出かけタイムでは？　あんまりじらさ

ん方が」今度はこっちが刺す番。

会長　「解ったわかった　そー急がすなっちゃ、
今でる今でるから」

　飲み残しのビールを一気に飲み干して、

会長　「まーだビールがよーけ残っとる、勿体な
い、センセ呑んでよ。それにしても　セ

ンセもここへよー来とるが、他に若いえー

おなごのおる店やらへ行かんのかいな。

こげなおばんのところで呑んでも、どー

にもならんやろ」。

　ママすかさず口を尖らせて

ママ　「どーにもならんちゃ、どういうことよ？」
と負けてはいない。

会長　「冗談ちゃ、冗談。ママを怒らすと恐いけ。
ママ、あと頼んだよ」

ママ　「はいはい、いってらっしゃい」

　会長の席を片づけながら

－　「会長は歳いくつ？」

ママ　「70、4か 5くらいやろか」
－　「まだ立つんやろか」

ママ　「私に聞きなーや！、そこらあたりは私は
知らんよ」

－　「へー　会長と一戦をまじえたことない

ん？」

ママ　「いい加減にしてよ　私の好みのタイプと
違うし、会長からもお声もかからんわ。

会長にも選ぶ権利あるんよ」

－　「ハハハ、そーそー、その通り」笑って言っ

たら、

ママ　「何がそーそーかね」と叱られた。女心は
解りません。

　C会長はご子息に事業を譲られて、ユーユー自

適。普段は、Cママのスナックへ呑みに行くと、

ご自宅を出かけられるようである。時には会長の

奥様も同伴されることがあり、奥様はママを信用

しておられるようである。ところが、C会長はそ

の信用を逆手に取って、ここに立ち寄り 5分と

かからない彼女の愛の巣へ通われるのである。C

ママはその番をして呑み代の数倍の口止め料と見

張り料を戴いているのである。

　途中で奥様から滅多にない電話がかかると「す

みません、丁度、お手洗いです」とか「お連れ様

と隣の店へ」とかいってその場繕いをして、C会

長へ電話。すると C会長が奥様へ返事をして何

食わぬ顔。連絡事項は滞り無く通信可能。異常な

し。

　ところが常にこう旨く行くとは限らないから世

の中面白い、携帯電話が普通のこととなった今で

も、

奥様　「今晩は、マーいつもは主人がお世話になっ
ております。ご迷惑お掛けしてるんでしょ

シリーズ　酒場の戯れ話
宇部　綿菊　仁彦
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うね。好き放題言って。あら主人は？」

　来た来たー。突然奥様がおいでられた。私は奥

様とは顔見知りではないので普通にしてるが、ど

うなることかとちょっとドキドキ。

　しかし流石ママ　慌てもせず。

ママ　「いらっしゃいませ。こちらこそ、ご贔屓
いただいて。ちょっとお待ちくださいま

せ、いま会長さんはタバコを切らしたと、

ご自分で買いに行くと仰って、店を出ら

れました。すぐ戻られますでしょう。呑

みかけのグラスもそのままにされて」

　おいおいこりゃワシがトイレに行く前の席の呑

みくさしじゃ。よー言うてくれるわ。あーワシの

ビールを捨てよる。それから暖簾の奥へ入って会

長さんへそそくさと携帯電話。

　暫くしてちょっと息を荒げて会長さんご登場。

C 会長「販売機のタバコが切れててあっちこっち
探してやっとあった」

　みると汗をタラタラ流して、風呂入っとる途中

か上がったばかりか…。

C 会長「アンタ、何で突然来たんや？」
奥様　「いや、ちょっとビールでも一緒に呑も

かーおもて。お父さん一人で美味しいこ

としてるから‥‥。マーえろー汗かいて」

　吹き出る汗を拭き拭き奥様へ大サービス。今回

はセーフ、セーフ。

　会長ご夫妻が店を出られたあとから

ママ　「あれバレたんとちがうやろか、風呂湯の
臭いプンプンよ。石鹸の臭いもしてたし。

女の勘と嗅覚って当たるのよ。センセも

彼女とラブホテルへ時化込んで風呂で、

石鹸を使ったり、シャンプーしたら証拠

をぶら下げて帰るようなもんよ」

－　「アーもワシに振るなっちゃ。そげなこと

ないかなーと願ってもありゃせん。それ

にしてもママ、凄い手だれのあしらいやっ

た。凄い、うまい、咄嵯にペロッとセリ

フが出るよね、名人芸」

ママ　「仕事しごと、あれくらいしてあげないと
お金もらえんよ」

－　「そのとーり、やけどママ、伊達に歳取っ

ちゃいねー。お見事」

　C会長は安心してママの店へ寄り、いい事をし

て（？）ここへ戻ってきてアルコールを身体に滲

ませて何食わぬお顔でご帰還あそばすのである。

－　「70 ぎても会長さん元気でおさかんや

なー。相手の人、ママ知っちょるん？」

ママ　「知らんよ。知っとる訳ないやろー。私ら
の知らんこといね」

－　「ところで、ママ。C会長に幾ら貰っとん

かいな。阿漕なこと言うて搾り取っとる

んやないん？」

ママ　「よーそんな気に障ることスラスラ聞いて
くれるよね。阿呆か、いくらよって教え

る莫迦はおらんやろ。企業秘密じゃね」

－　「C会長おいでる度に 2万円くらい払って

おられるので、月に20万円は下らん筈よ。

別会計もあるん？　ええー儲けやね」

ママ　「そらーヒト助けで、いいコ卜して上げて
るじゃん。もー放っといてネ。そういう

の下司の勘ぐりって言うんよ」アハハ…

　三方両得か。こんな酒落たスナックの利用法も

あるんです。

　それにしても、お元気にせっせとお通いになる

C会長、事故のない、尻尾の出ない長いお遊びを

お祈り申し上げます。咄嵯の vaginism 、および

ご加齢による ED時の必要品などのご用命はどう

ぞご遠慮なくお申し出くださいませ、廉価にてお

世話させていただきます。ハイ。
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　以前、阿蘇に行った時、普段見られぬ風景が

印象に残り、息子が生まれた時に小さなうちに

一度は阿蘇の風景を見せてみようと思っていたの

だが、今年の連休中、急に思いついて 5月 5日、

熊本に行く事にした。

　地図で見ると案外近く、連休の終盤でもあり人

出も減っており、少し長時間のドライブと思えば

いいだろうと軽く考え実行することにした。

美祢西インターより高速道路に乗り西に向って

走り出した。渋滞のためスムースには走れない所

が数か所有ったのだが、これも長くは続かず余り

イライラしないうちに熊本インターに近付いた。

インター出口まで 2km に渡り渋滞、「観光地

はこんなものかな、でもこれが最後の渋滞だろう」

と軽く考えていた。

インターを出て一般道路の国道 57号線に入っ

ても、渋滞は緩和するどころかますます激しく

なって、まったく進まない状態となってきた。

そのうち道端に道の駅が出現、食事をかねて

「そのうち渋滞も解消されるだろう」と時間待ち

をする事にし、約1時間過ごし道路を見てみたが、

渋滞はまったく改善されていなかった。此時まで

に出発して 6時間経っていた。

再び道に戻りダラダラと進んでいると右に大

きな橋が見えて来た。直進の道路は渋滞で身動き

の取れない状態だったのでこの橋を渡った。しば

らく走るとガソリンスタンドがあったので、ガソ

リンの補給がてら道順を聞く事にした。この道を

進むと草千里を迂回し、裏側から噴火口に登るこ

とになるとのことであったので、この道を進み登

山道に入った。

以前、3回火口には登った事があるが、このルー

トを通るのは初めてだった。急なカーブの続く道

で、周りは急な斜面にビッシリと草が生え、秋吉

台自動車道を思わせる風景であった。

火口近くまで車で登ることができた。溶岩の

間に道ができ、周辺には草一本生えておらず、此

処まで登ってきた登山道とはまったく別の光景で

あった。火口には霧のような煙が立ち込め、エメ

ラルド色の火口湖が時折僅かに見える程度であっ

た。夕暮れが迫っていたためゆっくり雰囲気を楽

しむこともできず、草千里に寄り、乗馬をさせた

あと、帰路を急いだ。同じ道は渋滞の印象があり、

違うルートの大分方面を通って帰ることにし、反

対の下山道に出たが、ここも途中からまたも渋滞。

山並みハイウェイに向い曲がったころから渋滞は

解消されたが、このころから日は落ち回りも薄暗

くなった中、曲がりくねった山の国道をひたすら

走った。

周りが見えない中、山を越え草原の中を走り、

再び何回も曲がりくねった山道を降りて行き、湯

布院のインターチェンジより高速道路に入り、こ

れを宇佐方面に走ったのだが、高速道路は途中ま

でしか開通しておらず、宇佐インターで一般道路

に降ろされた。ここでも夜が更けているのに渋滞

が続き、北九州までほとんどノロノロ運転の状態

であった。北九州で高速道路に乗り、美祢に帰っ

てきた時には 23時半を過ぎていた。

渋滞の中でほとんどの時間を過ごし、阿蘇を

余り満喫することなく、知らない土地をたださ

迷っただけとなったドライブであった。

その後息子に「阿蘇にもう一度行こうか」と

聞くと「もう二度と行きたくない」と拒否されて

いる。

美祢にはない雄大な自然を見せようと思いつ

いたドライブであったが、観光時期の道路事情の

悪さと、忍耐それに無計画に行動すると大変な目

に遭うということを教えただけのようである。

阿蘇山へ
美祢市　野間　史仁
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　　7 月 20 日、やっと梅雨が明けた。この 1か月あまり 5つの台風が日本に接近す7月 20日、やっと梅雨が明けた。この 1か月あまり 5つの台風が日本に接近す

るというハイペース。これはエルニーニョ現象によるものらしい。るというハイペース。これはエルニーニョ現象によるものらしい。

　台風 7号こそ山口県に上陸しそうにみえたが、大陸からの偏西風で東へ追い遣っ　台風 7号こそ山口県に上陸しそうにみえたが、大陸からの偏西風で東へ追い遣っ

てしまった。感謝。てしまった。感謝。

　開花を楽しみにしていた自宅の中庭の夏椿。葉腋に白花を一個づつ開くが、今年　開花を楽しみにしていた自宅の中庭の夏椿。葉腋に白花を一個づつ開くが、今年

は半開きのまま花の命を終えた。これも異常気象のせいだろう。朝開いて夕には散は半開きのまま花の命を終えた。これも異常気象のせいだろう。朝開いて夕には散

る、といういさぎよさ。る、といういさぎよさ。

　さて、緑陰随筆をお届けします。30編の原稿をいただき、多彩で充実した内容　さて、緑陰随筆をお届けします。30編の原稿をいただき、多彩で充実した内容

になり、ありがとうございました。になり、ありがとうございました。

　約半数は趣味に関するもので、なかでも旅行記が 11篇あり、うらやましがりつ　約半数は趣味に関するもので、なかでも旅行記が 11篇あり、うらやましがりつ

つ読ませていただいた。つ読ませていただいた。

　「自分の操縦で一年かけてゆっくり世界一周したい」という神田会員、夢が叶う　「自分の操縦で一年かけてゆっくり世界一周したい」という神田会員、夢が叶う

とよいですね。とよいですね。

　私も以前、後輩の練習機（4人乗り）で、宇部空港から北九州市上空を約 40分　私も以前、後輩の練習機（4人乗り）で、宇部空港から北九州市上空を約 40分

間同乗させてもらったことを思い出しました。怖かったという記憶はなく、快適な間同乗させてもらったことを思い出しました。怖かったという記憶はなく、快適な

フライトだったと思います。ただし練習機のためのフライトなので、上空でエンジフライトだったと思います。ただし練習機のためのフライトなので、上空でエンジ

ン停止を体験した同乗者もあったようです。ン停止を体験した同乗者もあったようです。

　望月会員の「他人の女」はどんな女性が登場するか・・・と期待しました。標題　望月会員の「他人の女」はどんな女性が登場するか・・・と期待しました。標題

の妙ですね。の妙ですね。

　表紙（裏表紙）の写真は兼定啓子会員です。清涼感溢れるショットありがとうご　表紙（裏表紙）の写真は兼定啓子会員です。清涼感溢れるショットありがとうご

ざいました。ざいました。

　臨時国会もいよいよ終盤。来年度の予算編成では「骨太の方針第 2弾」として　臨時国会もいよいよ終盤。来年度の予算編成では「骨太の方針第 2弾」として

社会保障関係費約 9千億円の圧縮が求められる。となれば医療費もまた数千億円社会保障関係費約 9千億円の圧縮が求められる。となれば医療費もまた数千億円

の圧縮を要求されるだろう。これをすんなり容認するいさぎよさを会員はお持ちでの圧縮を要求されるだろう。これをすんなり容認するいさぎよさを会員はお持ちで

しょうか。しょうか。

－ 53－



昭和 31年３月15日　第３種郵便物認可（毎月３回１の日発行）


